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復興交付金事業

１日も早い復興を目指して
衆議院議員総選挙
投票率は54.35％

確定申告のお知らせ
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不安のなか津波警報解除を待つ住民
（吉田小学校）

年 頭 の あ い さ つ

心一つに  力合せて

亘理町長　齋　藤　邦　男

不
安
再
び
　
津
波
警
報
で
避
難
指
示

十
二
月
七
日
午
後
五
時
十
八
分
頃
、
三
陸
沖
を
震
源
と
す

る
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
七
・
三
の
地
震
が
あ
り
、
亘
理
町
は
震
度

四
を
記
録
し
ま
し
た
。
こ
の
地
震
で
、
気
象
庁
は
同
二
十
二

分
、
宮
城
県
沿
岸
に
津
波
警
報
を
発
表
し
、
町
は
避
難
指
示

を
出
し
て
沿
岸
部
の
住
民
に
防
災
行
政
無
線
や
ほ
っ
と
メ
ー

ル
便
、
Ｆ
Ｍ
あ
お
ぞ
ら
な
ど
で
避
難
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

午
後
五
時
四
十
五
分
に
は
、
亘
理
・
逢
隈
の
各
小
中
学
校

と
、
吉
田
小
学
校
に
避
難
所
が
開
設
さ
れ
、
五
六
七
人
が
避

難
し
た
ほ
か
、
駐
車
場
の
車
の
中
で
警
報
解
除
を
待
つ
町
民

も
大
勢
い
ま
し
た
。

吉
田
小
学
校
に
避
難
し
た
吉
田
東
部
地
区
の
住
民
に
、
避

難
の
状
況
を
聞
い
た
と
こ
ろ
、
住
民
の
多
く
は
先
の
震
災
を

教
訓
に
テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
の
放
送
に
加
え
、
防
災
行
政
無
線

な
ど
か
ら
情
報
を
得
て
、
貴
重
品
や
食
料
品
な
ど
を
持
っ
て

早
い
段
階
で
避
難
し
た
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
浜
吉
田
駅
周
辺
か
ら
吉
田
小
学
校
ま
で
の
避
難
で

は
、
複
数
の
ル
ー
ト
で
国
道
六
号
と
の
交
差
点
か
ら
一
・
五

キ
ロ
～
五
百
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
渋
滞
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か

り
、
吉
田
小
学
校
ま
で
十
分
足
ら
ず
で
避
難
で
き
た
と
い
う

人
が
い
れ
ば
、
三
十
分
以
上
か
か
っ
た
と
証
言
す
る
人
も
い

ま
し
た
。

な
か
に
は
、
渋
滞
か
ら
の
抜
け
道
が
わ
か
ら
ず
、
前
の
車

に
つ
い
て
行
っ
た
と
こ
ろ
、
細
い
道
で
大
型
ダ
ン
プ
と
す
れ

違
う
こ
と
が
で
き
ず
脱
輪
し
て
し
ま
い
、
幸
い
後
続
車
両
の

人
た
ち
の
協
力
で
脱
出
す
る
こ
と
が
で
き
た
も
の
の
、
ス

ム
ー
ズ
に
避
難
で
き
る
よ
う
緊
急
時
の
交
通
規
制
な
ど
も
考

え
て
ほ
し
い
と
話
す
住
民
も
い
ま
し
た
。

震
災
の
教
訓
を
忘
れ
ず
、
災
害
が
起
き
た
と
き
に
す
ぐ
避

難
で
き
る
よ
う
、
非
常
持
ち
出
し
袋
な
ど
の
準
備
に
加
え
、

復
旧
・
復
興
工
事
の
た
め
日
々
状
況
が
変
わ
る
道
路
を
常
日

頃
か
ら
観
察
し
て
お
く
こ
と
も
大
事
で
す
。

災
害
が
起
き
た
ら
ど
う
行
動
す
る
か
、
も
う
一
度
家
族
で

話
し
合
っ
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。旧

年
中
は
、町
政
各
般
に
対
し
ま
し
て
、

町
民
の
皆
様
か
ら
あ
た
た
か
い
ご
支
援
と

ご
協
力
を
賜
り
ま
し
た
こ
と
、
心
か
ら
厚

く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
こ
こ
に
新
年
を

迎
え
、
亘
理
町
の
復
旧
・
復
興
と
一
層
の

躍
進
を
期
し
て
ま
い
り
た
い
と
心
を
新
た

に
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

さ
て
、
多
く
の
尊
い
命
が
失
わ
れ
、
本

町
に
甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
し
た
東
日
本

大
震
災
か
ら
一
年
九
ヵ
月
余
り
が
経
過
い

た
し
ま
し
た
が
、
震
災
の
爪
あ
と
は
大
き

く
、
今
も
な
お
、
多
く
の
方
々
が
仮
設
住

宅
等
に
お
い
て
不
自
由
な
生
活
を
余
儀
な

く
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

本
町
で
は
、
平
成
二
十
三
年
十
二
月
に

新
た
な
町
の
再
生
と
発
展
を
目
指
し
た

「
亘
理
町
震
災
復
興
計
画
」
を
策
定
し
、

平
成
二
十
四
年
度
を
復
興
元
年
と
位
置
づ

け
、
復
興
へ
の
新
た
な
ス
タ
ー
ト
を
切
り

ま
し
た
。
災
害
公
営
住
宅
の
整
備
や
防
災

集
団
移
転
促
進
事
業
の
推
進
を
は
じ
め
、

海
岸
堤
防
や
避
難
道
路
等
の
整
備
。
更
に

産
業
面
に
お
い
て
は
、
い
ち
ご
団
地
再
生

の
た
め
の
大
規
模
な
団
地
造
成
や
農
地
の

復
旧
事
業
な
ど
、
被
災
さ
れ
た
方
々
の
生

活
再
建
と
町
の
復
旧
・
復
興
を
町
政
の
最

優
先
課
題
と
し
て
、
全
力
で
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
し
た
。

こ
う
し
た
中
、
津
波
で
被
災
し
た
荒
浜

地
区
と
吉
田
東
部
地
区
で
は
、
少
し
ず
つ

で
す
が
戻
っ
て
現
地
再
建
す
る
世
帯
も
増

え
て
い
る
こ
と
か
ら
、
地
域
の
核
で
も
あ

り
、
緊
急
時
の
一
時
避
難
所
に
も
位
置
づ

け
ら
れ
て
い
る
学
校
施
設
を
一
刻
も
早
く

整
備
し
再
開
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考

え
て
お
り
、荒
浜
小
学
校
は
今
年
三
月
に
、

長
瀞
小
学
校
と
荒
浜
中
学
校
に
つ
い
て
は

来
年
八
月
に
再
開
し
、
児
童
・
生
徒
を
迎

え
入
れ
る
予
定
で
整
備
を
進
め
て
お
る
と

こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

ま
た
、
復
興
関
連
業
務
が
多
岐
に
わ
た

り
、
事
務
量
の
増
加
に
伴
っ
て
職
員
の
マ

ン
パ
ワ
ー
が
不
足
し
て
お
り
ま
す
。
現

在
、
県
内
外
の
自
治
体
か
ら
派
遣
職
員

（
二
十
四
名
）
の
支
援
を
受
け
、
町
職
員

と
派
遣
職
員
が
一
体
と
な
り
鋭
意
努
力
し

て
お
り
ま
す
が
、
津
波
被
害
の
大
き
か
っ

た
地
区
に
目
を
向
け
ま
す
と
、
ま
だ
ま
だ

復
旧
・
復
興
を
実
感
で
き
る
状
況
に
な
い

の
が
現
状
で
す
。
今
後
と
も
全
職
員
一
丸

と
な
り
、
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
の
構

築
、
元
気
・
活
気
の
あ
る
産
業
拠
点
の
ま

ち
づ
く
り
を
推
進
し
、
な
お
一
層
ス
ピ
ー

ド
感
を
も
っ
て
、
一
歩
一
歩
着
実
に
復
興

計
画
の
実
現
に
全
力
を
傾
注
し
て
ま
い
り

ま
す
。

ま
た
併
せ
て
、
本
町
が
直
面
し
て
い
る

様
々
な
行
政
課
題
に
対
し
ま
し
て
も
、
広

い
視
野
に
立
ち
知
恵
を
絞
り
、
よ
り
効
率

的
な
施
策
を
講
じ
な
が
ら
、
よ
り
一
層
力

を
傾
注
し
町
民
福
祉
の
向
上
に
努
め
て
ま

い
る
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

ま
ち
づ
く
り
は
行
政
の
力
だ
け
で
は
決

し
て
な
し
得
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

町
民
の
皆
様
が
主
役
（
主
体
）
と
な
り
、

そ
れ
を
行
政
が
サ
ポ
ー
ト
し
お
互
い
の
役

割
を
十
分
に
果
た
し
な
が
ら
、
一
緒
（
協

働
）
に
な
っ
て
ま
ち
づ
く
り
を
実
践
し
て

い
く
こ
と
が
最
も
重
要
で
ご
ざ
い
ま
す
。

ど
う
か
今
後
と
も
町
民
の
皆
様
に
は
、
な

お
一
層
の
ご
支
援
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す

よ
う
心
か
ら
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

結
び
に
、
こ
の
一
年
が
良
き
年
で
あ
り

ま
す
よ
う
、
そ
し
て
、
町
民
の
皆
様
の
ま

す
ま
す
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸
を
ご
祈
念
い

た
し
ま
し
て
、あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。
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町では、亘理町震災復興計画に基づき、各種事業を推進していますが、このた
び、復興交付金を活用した復興事業の実施に向けて、内閣総理大臣（復興庁）に
対して、第４回目の復興交付金事業計画を提出し、承認されましたのでお知らせ
します。

一日も早い復興を目指して、引き続き事業を精査し国へ申請していきます。

一日も早い復興を目指して

安全・安心・元気のあるまち　亘理
～亘理らしさを守り・生かした 町民が主役の 復興まちづくり～

住
実施年度 Ｈ23～Ｈ25

災害公営住宅整備事業

総事業費：147億8,015万3千円
総配分額：129億3,263万3千円

うち4回目：39億417万7千円
H24・25年度分

震災で住宅を失った方に対して、災害
公営住宅を整備し、賃貸することによ
り、安定した生活環境を早急に提供し
ます。

住
実施年度 Ｈ24～Ｈ26

防災集団移転促進事業

総事業費：103億7,602万9千円
総配分額：86億9,537万9千円

うち4回目：18億1,258万2千円
H24～26年度分

６地区の防災集団移転促進事業に係る
宅地造成費、建設等助成費、被災宅地
等の買取経費などです。

・荒浜中野地区
・亘理江下地区
・吉田舟入北地区
・吉田南河原地区
・吉田上塚地区
・吉田大谷地地区

住
実施年度 Ｈ24～Ｈ27

市街地復興効果促進事業

総事業費：20億5,973万6千円
総配分額：16億4,778万8千円

うち4回目：3億3,144万3千円
H24年度分

市街地整備事業と連携して、
復興に相乗効果を与える事業
やその事業の促進に寄与する
事業のための経費です。

平成24年度分として国土交通
大臣に対し６事業の使途協議
を行っており、今後、事業を
実施する予定です。

住
実施年度 Ｈ24～Ｈ27

埋蔵文化財発掘調査事業

総事業費：1,920万円
総配分額：1,035万円

うち4回目：397万5千円
H25年度分

震災に係る町内の個人住宅、
中小企業の建替えや居住区移
転・道路建設等が予想される
地域における埋蔵文化財の発
掘調査を行います。

個人住宅新築などに伴う発掘
調査を随時行っています。
平成24年11月末日現在
10件実施

住
実施年度 Ｈ24～Ｈ27

埋蔵文化財発掘調査事業

総事業費：1,920万円
総配分額：1,035万円

うち4回目：397万5千円
H25年度分

震災に係る町内の個人住宅、
中小企業の建替えや居住区移
転・道路建設等が予想される
地域における埋蔵文化財の発
掘調査を行う。

個人住宅新築などに伴う発掘
調査を随時行っています。
平成24年11月末日現在
10件実施

住
実施年度 Ｈ24～Ｈ26

住宅・建築物
安全ストック形成事業

総事業費：9億8,412万円
総配分額：6億6,428万1千円

うち4回目：2億9,523万6千円
H25年度分

災害危険区域内から個別に移
転する方へ新たな住宅に係る
利子の補助を行います。

平成24年11月末日現在
申請件数　10件
申請金額　3,029万2千円

住
実施年度 Ｈ24～Ｈ27

低炭素社会対応型浄化槽等
集中導入事業

総事業費：2,898万円
総配分額：931万5千円

うち4回目：931万5千円
H24・25年度分

津波により全壊または半壊の
被害を受けた方が下水道整備
区域外に浄化槽を設置する場
合に設置費用を助成します。

今回の申請で認められ、事業
については、１月から申請受
付開始を予定しています。

災害公営住宅イメージ

著しい被害を受けた地域の復興地域づくりに活用され、被災地方公共団体が自らの復興プランの下
に進める地域づくり事業を支援し、復興を加速させるものです。
承認された東日本大震災復興交付金の配分額は次のとおりです。（町実施分）

問　企画財政課 復興管理班（☎34－0505）

●総事業費は、現時点の
見込み額です。

●実施期間の一部のみと
なっています。配分さ
れていない分について
は次回以降に申請する
予定です。

●各事業の町負担分につ
いては震災復興特別交
付税が交付される予定
です。

※一部事業を除く

東日本大震災復興交付金

項目の説明

事業の名称
事業を行う期間
事業にかかる費用

第４回目の配分額

第１～4回目で
　配分された交付金額の合計

配分年度
４回目で配分された事業費の対象年度

赤タイトル：４回目配分対象事業
青タイトル： １～３回目で配分された事業

事業の概要
実施状況

住
実施年度 Ｈ24

下水道整備事業

総事業費：1億900万円
総配分額：8,175万円

災害公営住宅（吉田地区）建
設に併せ吉田支所から浜吉田
郵便局前を経由し、町道板橋
一本松線交差点までの下水道
を整備します。

詳細設計が完了し、12月から
一部工事に着手しています。

住
実施年度 Ｈ24

防災集団移転促進事業
（実施計画策定費）

総事業費：3億6,110万円
総配分額：2億7,082万5千円

災害危険区域内から安全な地
域への集団移転を支援する防
災集団移転促進事業の実施計
画策定費です。

移転対象者の意向を踏まえ、町内６地区に移転先団地の整備を進めています。
現在、移転先団地希望者と団地整備について検討を進めています。

住
実施年度 Ｈ23～Ｈ24

災害公営住宅駐車場整備事業

総事業費：1億5,450万円
総配分額：1億2,360万円

震災で住宅を失った方に対し
て、居住の安定確保を図るた
め、災害公営住宅整備に併せ
駐車場を整備します。

荒浜、亘理および吉田地区に集合形式と戸建形式の災害公営住宅520戸分の計画を進
めています。先行して荒浜地区集合形式（100戸）の整地工事を１月から行い、他の
地区も設計等の手続を進めています。

住
実施年度 Ｈ24～Ｈ25

復興関連盛土材確保事業

総事業費：7億100万円
総配分額：2億8,080万円

復興事業に必要となる盛土材
の確保をするために割山採取
場を拡張し造成（樹木などの
伐採処分）します。

樹木の伐採処分業務を発注し
ました。1月から伐採に着手
します。
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安全・安心・元気のあるまち　亘理
～亘理らしさを守り・生かした 町民が主役の 復興まちづくり～

道
実施年度 Ｈ24～Ｈ29

荒浜大通線道路整備事業

総事業費：16億8,000万円
総配分額：5億8,900万円

うち4回目：5億1,150万円
H25･26年度分

荒浜地区の新たな市街地形成
と併せ、荒浜市街地と亘理中
心市街地とを接続する避難道
路を整備します。
延長L=3.69㎞
幅員W=12.0ｍ、15.0ｍ

測量設計業務を発注後、関係
者に対する事業説明会を経
て、現在、現地測量に着手し
ています。

道
実施年度 Ｈ24～Ｈ30

橋本堀添線道路整備事業

総事業費：33億円
総配分額：8億7,342万5千円

うち4回目：7億5,562万5千円
H25･26年度分

鳥の海八景と吉田地区で新た
に展開される産業を結ぶかさ
上げ道路を整備します。吉田
地区の二線堤としての役割も
担います。
延長L=4.15㎞　幅員W=12.0m、15.0m

測量設計業務を発注後、関係
者に対する事業説明会を経
て、現在、現地測量に着手し
ています。

道
実施年度 Ｈ24～Ｈ32

荒浜江下線道路整備事業

総事業費：31億2,500万円
総配分額：6億2,000万円

うち4回目：5億4,250万円
H25･26年度分

荒浜市街地と集団移転先であ
る亘理地区との市街地を結ぶ
避難道路を整備します。

（スマートICの接続道路）
延長L=2.90㎞　幅員W=12.0ｍ

測量設計業務を発注後、関係
者に対する事業説明会を経
て、現在、現地測量に着手し
ています。

安
実施年度 Ｈ24～Ｈ25

復興まちづくり総合支援事業

総事業費：7,368万円
総配分額：5,525万9千円

うち4回目：2,504万2千円
H25年度分

復興事業の計画調整など総合
マネジメント業務および被害
想定を見直し新たにハザード
マップを作成します。

復興事業間の調整を行い、早
期の復興を目指しています。

産
実施年度 Ｈ23～Ｈ27

農業用機械施設整備事業

総事業費：21億8,098万円
総配分額：8億4,846万円

うち4回目：5,295万円
H25年度分

被災した農業復興を実現する
ため、農業施設の整備等を行
い、被災農業者へ貸与するこ
とにより農業復興を実現しま
す。

平成24年秋作業機械まで導入
が完了しています。

産
実施年度 Ｈ24

いちご選果場整備事業

総事業費：9億7,628万8千円
総配分額：7億3,221万5千円

うち4回目：6億7,302万7千円
H24年度分

いちご団地造成事業に併せ、
隣接地に新たにいちご選果場
を整備（面積=1.8ha）します。

今後、浜吉田地区いちご団地
の隣接地に造成・建設工事を
実施します。

道
実施年度 Ｈ24～Ｈ28

五十刈線道路整備事業

総事業費：12億4,000万円
総配分額：5億8,125万円

うち4回目：4億6,500万円
H25･26年度分

吉田東部地区から市街地・内
陸部へ連絡する避難道路を整
備します。
延長L=2.15㎞　幅員W=12.0ｍ

測量設計業務を発注後、関係
者に対する事業説明会を経
て、現在、現地測量に着手し
ています。

安
実施年度 Ｈ24

防災まちづくり計画策定事業

総事業費：1,430万円
総配分額：1,144万円

円滑な津波避難を目的とし避
難対象区域、避難経路および
施設整備を検討し、併せて新
たに防災計画を策定します。

現在、策定中。
１月に第１回防災会議の開催
を予定しています。

安
実施年度 Ｈ24～Ｈ26

地域防災施設整備事業

総事業費：2,100万円
総配分額：787万5千円

地震等により損壊した荒浜・
吉田地区の地域防災施設（水
防倉庫）を備蓄機能を加えた
施設として整備します。

整備について検討していま
す。

産
実施年度 Ｈ24

農山漁村地域復興基盤総合整備事業
（復興整備実施計画）

総事業費：2,900万円
総配分額：2,900万円

吉田・荒浜地区の農地のほ場
整備を進めるための状況調査
を行います。
区画整理面積=1,150ｈa

未相続農地の状況調査、事業
採択に向けた必要調査を行い
おおむね完了しています。

産
実施年度 Ｈ24

亘理町花卉・
野菜団地造成事業

総事業費：4億9,375万5千円
総配分額：3億7,031万6千円

鳥屋崎地区に花卉・野菜栽培
施設を整備し、経営体の育成
確保および早期営農再開を支
援します。

逢隈地区（鳥屋崎）いちご団
地造成事業と併せ農地造成・
ハウス建設を進めています。

暮
実施年度 Ｈ24

地域交流拠点施設整備事業

総事業費：7,878万3千円
総配分額：5,908万7千円

荒浜地区への定住および交流
の促進を図るため、地域交流
拠点施設となる勤労青少年
ホームの改修を行います。

現在、改修工事を行っていま
す。

産
実施年度 Ｈ23～Ｈ24

いちごファーム造成事業

総事業費：2億4,674万円
総配分額：1億8,505万4千円

被災したいちご生産者の雇用
創出と、新たないちご生産技
術の研究を行い、担い手とな
るいちご生産者を育成します。

（造成面積：２ha）

浜吉田地区いちご団地造成事
業と併せ農地造成・ハウス建
設を進めています。

暮
実施年度 Ｈ24

地域交流拠点施設整備事業

総事業費：1億2,250万5千円
総配分額：9,187万8千円

吉田地区への定住および交流
の促進を図るため、地域交流
拠点施設となる農村環境改善
センターの改修を行います。

現在、改修工事を行っていま
す。

産
実施年度 Ｈ23～Ｈ24

いちご団地造成事業

総事業費：111億2,451万円
総配分額：83億4,338万2千円

東北一のいちごの生産地の復
興を図るため、浜吉田・開墾
場・逢隈地区（鳥屋崎）にい
ちご生産施設を整備し、経営
体の育成確保および早期営農
再開を支援します。

３地区の農地造成・ハウス建
設を進めています。

住
実施年度 Ｈ24

造成宅地滑動崩落緊急対策事業

総事業費：4,200万円
総配分額：3,150万円

震災による、造成宅地（長瀞
地区のめぐみの丘団地）のブ
ロック積

つ み よ う へ き

擁壁のクラックやズ
レ、その周辺におけるの地割
れや沈下等箇所を復旧しま
す。

対策工事を発注し、現在施工
中です。

道
実施年度 Ｈ24～Ｈ27

野地流線道路整備事業

総事業費：3億8,500万円
総配分額：1億8,212万5千円

うち4回目：1億4,725万円
H25･26年度分

既存の野地流線を基に吉田東
部地区から市街地・内陸部へ連
絡する避難道路を整備します。
延長L=1.60㎞
幅員W=5.0m、6.0m

測量設計業務を発注後、関係
者に対する事業説明会を経
て、現在、現地測量に着手し
ています。

５路線計画図
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大
会
結
果

（
敬
称
略
・
結
果
は
主
催
者
発
表
）

第
六
回
町
長
杯
卓
球
大
会

十
一
月
二
十
三
日
・

佐
藤
記
念
体
育
館

◆
男
女
混
合
ダ
ブ
ル
ス
団
体

①
わ
た
り
ク
ラ
ブ
星
、
②
わ
た
り
ク
ラ

ブ
月
、
③
わ
た
り
ク
ラ
ブ
花

◆
男
子
シ
ン
グ
ル

①
渡
部
康
直
、
②
菊
地
智
一
、

③
渡
邊
幸
雄
、
和
田
正
嗣

◆
女
子
シ
ン
グ
ル

①
三
末
さ
く
ら
、
②
小
野　

瞳

③
酒
井
悠
菜
、
大
村
春
菜

◆
ミ
ッ
ク
ス
ダ
ブ
ル
ス

①
氏
家
敏
彦
・
阿
部
良
子

②
斎
藤
正
紀
・
高
野
ち
江

③
千
葉
剛
男
・
千
葉
知
子
、

　

竹
之
内
秀
一
・
長
門
千
鶴
子

第
二
十
三
回

　
町
民
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

十
一
月
二
十
五
日
・

佐
藤
記
念
体
育
館

◆
男
子
の
部

①
ホ
ワ
イ
ト
、
②
ボ
ン
バ
ー
ズ
Ｂ
、

③
ボ
ン
バ
ー
ズ
Ａ
、
Ｆ
Ｖ
Ｍ

◆
女
子
の
部

①
プ
チ
ボ
ン
バ
ー
Ａ
、
②
亘
理
排
球
会

Ｌ
、
③
ベ
テ
ィ
ち
ゃ
ん
、
ハ
ッ
ピ
ー

亘
理
町
復
興
支
援
写
真
集

グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
部
門
賞
を
受
賞

第
十
五
回
自
費
出
版
文
化
賞
（
日
本

グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
工
業
会
主
催
）
の
グ
ラ

フ
ィ
ッ
ク
部
門
で
、﹃
亘
理
町
復
興
支
援

写
真
集 

Ｒ
Ｅ
Ｖ
Ｉ
Ｖ
Ｅ
（
出
版
・
東
北
プ

リ
ン
ト
）﹄
が
部
門
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

こ
の
写
真
集
は
、「
バ
ラ
バ
ラ
に
な
る

も
の
か
。
亘
理
は
つ
な
が
っ
て
い
る
。
生

き
て
い
る
」
を
テ
ー
マ
に
、
震
災
後
の
亘

理
町
の
姿
を
記
録
と
し
て
後
世
に
伝
え
、

人
々
の
つ
な
が
り
の
な
か
で
、
亘
理
の
大

地
で
生
き
て
い
こ
う
と
す
る
住
民
の
姿
を

一
冊
に
ま
と
め
た
も
の
で
す
。

東
北
プ
リ
ン
ト
の
藤
井
治
夫
社
長
は

「
亘
理
町
を
全
国
へ
知
っ
て
も
ら
い
た
い

思
い
で
出
品
し
ま
し
た
。
受
賞
が
復
興
へ

向
か
う
活
力
の
一
助
と
な
れ
ば
、
幸
い
で

す
。」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

写
真
集
の
収
益
金
の
一
部
は
、
復
興
支

援
金
と
し
て
亘
理
町
へ
寄
附
さ
れ
て
お
り
、

現
在
ま
で
に
百
万
円
を
頂
戴
し
ま
し
た
。

平
成
二
十
四
年
度
教
育
功
績
者

表
彰
（
宮
城
県
教
育
委
員
会
）

学
校
保
健
功
労

◆
國
分
文
夫
さ
ん
（
仙
台
市
泉
区
）

◆
山
形
成
德
さ
ん
（
祝
田
東
）

◆
熊
谷　

明
さ
ん
（
中
町
）

絵
本
の
イ
タ
リ
ア
語
翻
訳
で

佐
藤
範
佳
さ
ん
が
最
優
秀
賞

第
十
八
回
い
た
ば
し
国
際
絵
本
翻
訳
大

賞
（
板
橋
区
立
い
た
ば
し
ボ
ロ
ー
ニ
ャ
子

ど
も
絵
本
館
主
催
）
の
イ
タ
リ
ア
語
部
門

で
、
佐
藤
範
佳
さ
ん
（
新
町
中
）
が
最
優

秀
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

翻
訳
し
た
絵
本
は
「
こ
こ
ろ
や
さ
し
い

ワ
ニ
（
ル
チ
ー
ア
・
パ
ン
ツ
ィ
エ
ー
リ

作
）」
で
、
ワ
ニ
が
人
間
と
仲
良
く
な
る

た
め
に
絵
本
に
も
ぐ
り
込
む
と
い
う
作
品

で
す
。

佐
藤
さ
ん
の
受
賞
に
つ
い
て
は
、
改
め

て
掲
載
す
る
予
定
に
し
て
い
ま
す
。

感
謝
の
気
持
ち
を
語
っ
て
い
ま
し
た
。

※ 

叙
勲
の
受
章
名
は
「
瑞
寶
雙
光
章
」

と
書
き
ま
す
が
本
文
で
は
常
用
漢
字

で
表
記
し
て
い
ま
す
。

八
月
一
日
付
け
で
発
表
さ
れ
た
高
齢
者

叙
勲
で
、
元
逢
隈
中
学
校
校
長
の
齋
精
さ

ん
（
早
川
）
が
瑞
宝
双
光
章
を
受
章
さ
れ

ま
し
た
。

齋
さ
ん
は
、
昭
和
二
十
二
年
四
月
、
数

学
・
音
楽
の
教
師
と
し
て
涌
谷
中
学
校
に

赴
任
以
来
、
亘
理
・
逢
隈
等
の
小
中
学
校

で
教
鞭
を
執
ら
れ
、
学
校
体
育
・
社
会
体

育
の
振
興
や
音
楽
教
育
の
水
準
向
上
等
に

尽
力
し
、
心
豊
か
な
子
ど
も
の
育
成
に
功

績
を
あ
げ
ら
れ
ま
し
た
。
退
職
後
は
亘
理

町
教
育
委
員
会
の
委
員
長
に
就
任
さ
れ
、

八
年
間
に
わ
た
っ
て
重
責
を
全
う
さ
れ
ま

し
た
。

ま
た
、
地
域
で
は
、
ユ
ー
モ
ラ
ス
な
人

柄
か
ら
「
齋
先
生
」
と
慕
わ
れ
、
数
々
の

お
世
話
役
を
務
め
、
現
在
、
逢
隈
地
区
民

で
構
成
す
る
阿
武
隈
コ
ー
ラ
ス
の
指
導
や

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
の
選
手
と
し
て
活
躍
さ
れ

て
い
ま
す
。

齋
さ
ん
は
「
受
章
は
身
に
余
る
光
栄
と

大
変
恐
縮
し
て
い
ま
す
。
受
章
で
き
た
の

は
、
多
く
の
方
々
の
お
力
添
え
や
多
大
な

ご
支
援
ご
協
力
を
い
た
だ
い
た
賜
と
、
心

よ
り
感
謝
と
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
」
と

十
二
月
十
六
日
、
衆
議
院
解
散
に
伴
う

衆
議
院
議
員
総
選
挙
の
投
票
が
、
町
内
十

五
ヵ
所
の
投
票
所
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

当
日
の
亘
理
町
の
有
権
者
数
は
、
二
万

七
、
八
二
二
人
で
、
小
選
挙
区
と
比
例
代

表
と
も
に
投
票
率
は
五
四
・
三
五
パ
ー
セ

ン
ト
と
、
前
回
平
成
二
十
一
年
（
六
九
・

五
七
％
）
と
比
較
す
る
と
約
一
五
・
二
二

ポ
イ
ン
ト
下
回
り
ま
し
た
。

年
齢
別
の
投
票
率
を
見
る
と
、
六
十
五

～
六
十
九
歳
が
（
七
五
・
五
三
パ
ー
セ
ン

ト
）最
も
高
く
、
二
十
五
～
二
十
九
歳（
三

三
・
一
八
パ
ー
セ
ン
ト
）
は
、
低
い
結
果

に
な
り
ま
し
た
。

選
挙
の
結
果
を
候
補
者
の
敬
称
を
略
し

て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

衆
議
院
議
員
総
選
挙　
亘
理
町
の
投
票
率
は
54・35
％

投票所ごとの投票率（小選挙区）

投　　　票　　　所 投票率（％）

亘理第１投票所
（上舘生活センター） ５４．８２

亘理第２投票所
（保健センター） ５３．６４

亘理第３投票所
（亘理保育所） ５３．６４

亘理第４投票所
（公共ゾーン仮設住宅集会所２） ５８．１４

吉田第１投票所
（農村創作活動センター） ５３．３０

吉田第２投票所
（一本松公会堂） ６４．７７

吉田第３投票所
（長瀞小学校体育館） ４９．５１

吉田第４投票所
（吉田支所仮設投票所） ５７．０９

荒浜第１投票所
（高屋小学校体育館） ５６．８５

荒浜第２投票所
（高須賀公会堂） ６２．４３

逢隈第１投票所
（B＆G海洋センター体育館） ５４．２６

逢隈第２投票所
（鹿島保育所） ５１．６９

逢隈第３投票所
（高屋小学校集会所） ５４．３３

逢隈第４投票所
（田沢活性化センター） ６３．１４

逢隈第５投票所
（牛袋公会堂） ５１．１３

小選挙区選出議員選挙得票数
候 補 者 名 得　票　数

西 村 あ き ひ ろ ８，５３８
橋 本 き よ ひ と ４，３０２
吉 田 ご う １，６５９

比例代表選出議員選挙得票数
政　党　名 得　票　数

自 由 民 主 党 ４，４６１
民 主 党 ２，５０７
日 本 維 新 の 会 ２，４１５
公 明 党 １，９０８
み ん な の 党 １，１２５
日 本 未 来 の 党 ９３５
日 本 共 産 党 ８９３
社 会 民 主 党 ２７８
新 党 改 革 １５６
幸 福 実 現 党 ５３

年代層別投票率

0

34.80

33.18 36.60

41.03
47.66

53.52
60.1363.38

70.99

75.53

56.26

20
10

40
30

60
50

70
80
（％）

20
〜
24
歳

25
〜
29
歳

30
〜
34
歳

35
〜
39
歳

40
〜
44
歳

45
〜
49
歳

50
〜
54
歳

55
〜
59
歳

60
〜
64
歳

65
〜
69
歳

70
歳
以
上

教
育
の
向
上
に
尽
力

齋
精
さ
ん
に
叙
勲
の
栄
誉

齋
精
さ
ん
に
叙
勲
の
栄
誉

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

受賞の報告に訪れた東北プリント
の藤井治夫社長（左）

瑞宝双光章
齋　　精 氏
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ニュース ＆ ニュース
N e w s  ＆  N e w s

その他の話題や大会結果はニュース＆ニュースWeb 版をご覧ください。
ホームページ　http://www.town.watari.miyagi.jp

ロ
ン
ド
ン
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
出

場
選
手
が
十
二
月
三
日
、
荒
浜
小
学
校
を
訪
問
し
ま
し

た
。
こ
れ
は
、「
ロ
ン
ド
ン
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ

ン
ピ
ッ
ク
応
援
あ
り
が
と
う
in
東
北
」
の
一
環
と
し
て

行
わ
れ
た
ふ
れ
あ
い
イ
ベ
ン
ト
で
Ｊ
Ｏ
Ｃ
（
日
本
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
委
員
会
）
が
主
催
し
た
も
の
で
す
。

こ
の
日
は
、
レ
ス
リ
ン
グ
フ
リ
ー
ス
タ
イ
ル
六
十
六

キ
ロ
級
の
金
メ
ダ
リ
ス
ト
米
満
達
弘
選
手
を
は
じ
め
、

フ
ェ
ン
シ
ン
グ
団
体
で
銀
メ
ダ
ル
を
獲
得
し
た
千
田
健

太
選
手
、
淡
路
卓す

ぐ
る

選
手
、
ボ
ク
シ
ン
グ
バ
ン
タ
ム
級
の

清
水
聡
選
手
（
銅
メ
ダ
ル
）
ら
十
二
人
で
、
選
手
が
児

童
の
前
に
現
れ
る
と
、
大
き
な
歓
声
が
湧
き
上
が
り
、

児
童
は
拍
手
で
出
迎
え
ま
し
た
。

米
満
選
手
は「
み
な
さ
ん
の
熱
い
応
援
の
お
か
げ
で
金

メ
ダ
ル
を
獲
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。四
年
後
を
目
指
し

て
が
ん
ば
り
ま
す
」と
児
童
と
五
輪
で
連
覇
す
る
こ
と
を

約
束
し
ま
し
た
。ま
た
、レ
ス
リ
ン
グ
銅
メ
ダ
リ
ス
ト
の

湯
元
進
一
選
手
は「
レ
ス
リ
ン
グ
を
小
学
校
三
年
か
ら
始

め
、オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
出
た
い
と
い
う
夢
を
持
っ
て
今
ま

で
や
っ
て
き
ま
し
た
。み
な
さ
ん
も
何
か
ひ
と
つ
、が
ん
ば

り
た
い
と
思
う
こ
と
を
常
に
持
ち
、胸
を
張
っ
て
全
力
で

が
ん
ば
っ
て
く
だ
さ
い
」と
呼
び
か
け
ま
し
た
。

児
童
は
選
手
か
ら
メ
ダ

ル
を
首
に
掛
け
て
も
ら
っ

た
り
、
ハ
イ
タ
ッ
チ
を
し

た
り
し
て
交
流
を
深
め
、

最
後
に
選
手
か
ら
「
元

気
と
力
を
あ
り
が
と
う
」

「
み
な
さ
ん
の
応
援
が
力

に
な
り
ま
し
た
」
な
ど
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
が
書
か
れ
た

直
筆
の
垂
れ
幕
を
受
け
取

り
ま
し
た
。

仙
山
交
流
が
縁
で
交
流
を

続
け
て
き
た
山
形
県
大
江
町

（
渡
邉
兵
吾
大
江
町
長
）と
十

二
月
三
日
、友
好
な
関
係
を
保

ち
協
力
し
な
が
ら
人
と
物
の

交
流
を
行
う
と
す
る「
え
ん
こ

ろ
舟
唄
交
流
事
業
に
関
す
る

協
定
」を
締
結
し
ま
し
た
。

こ
の
協
定
は
、
大
江
町
で

「
最
上
川
舟
唄
」、
亘
理
町
で
「
え
ん
こ
ろ
節
」
の
全
国

大
会
を
開
催
し
て
い
る
共
通
点
か
ら
平
成
二
十
一
年
に

交
流
が
始
ま
り
、
こ
れ
ま
で
相
互
に
イ
ベ
ン
ト
へ
参
加

す
る
な
ど
し
て
「
山
の
大
江
町
」
と
「
海
の
亘
理
町
」

の
海
山
交
流
を
図
っ
て
き
ま
し
た
が
、
今
後
、
正
式
な

協
定
を
結
ぶ
こ
と
に
よ
っ
て
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
人
と

物
の
交
流
を
推
進
し
、
両
町
の
振
興
、
発
展
に
つ
な
げ

て
い
く
も
の
で
す
。

こ
う
し
た
海
山
交
流
の
つ
な
が
り
か
ら
東
日
本
大
震

災
後
に
支
援
物
資
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
派
遣
な
ど
何
度

も
支
援
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

大
江
町
は
、山
形
県
の
ほ

ぼ
中
央
部
、山
形
盆
地
の
西

部
に
位
置
し
て
い
ま
す
。町

の
東
端
の
最
上
川
と
月つ

き

布ぬ
の

川が
わ

と
の
合
流
点
に
、中
心
市

街
地
と
な
る
左あ

て
ら
ざ
わ沢
が
あ
り
、

最
上
川
舟
運
の
歴
史
が
香

る
、人
口
九
、一
三
七
人
の

水
郷
の
町
で
す
。

特
産
品
は
ラ
・
フ
ラ
ン

ス
、リ
ン
ゴ
、ぶ
ど
う
な
ど
。

五
輪
選
手
が
荒
浜
小
を
訪
問

児
童
と
交
流
深
め
る

民
謡
と
お
し
て
観
光
交
流

山
形
県
大
江
町
と
協
定
を
締
結

メダルを首にかけてもらい大満足の児童

（写真：上）協定書を取り交わす渡邉大江町長（左）と齋藤副町長。
（写真：下）大江町の中心市街地左沢。

P
H

O
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P
H

O
TO

み
や
ぎ
ふ
る
さ
と
Ｃ
Ｍ
大
賞
（
東
日
本
放
送
主
催
）
の
発
表
審
査
会
が
十
二
月
五
日
、
仙
台
市

で
行
わ
れ
、
亘
理
町
が
出
品
し
た
「
巧
芸
伝
承
」
が
映
像
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

こ
の
作
品
は
、
亘
理
町
伝
統
の
「
末ば

っ
け家
焼や

き

」
を
テ
ー
マ
に
し

た
も
の
で
、
藩
政
時
代
か
ら
続
く
伝
統
の
焼
物
を
み
な
さ
ん
に

知
っ
て
も
ら
う
た
め
、
末
家
焼
の
魅
力
を
表
現
し
ま
し
た
。

窯
元
の
「
ひ
ろ
窯
（
長
瀞
浜
）」
は
、
先
の
震
災
で
津
波
被
害

を
受
け
、
工
房
や
窯
が
被
災
、
現
在
岩
沼
市
に
あ
る
ギ
ャ
ラ
リ
ー

で
何
と
か
活
動
を
再
開
し
ま
し
た
。
今
回
の
Ｃ
Ｍ
で
は
、
陶
工

の
加
藤
文
夫
さ
ん
・
ひ
ろ
子
さ
ん
が
、
長
瀞
浜
で
の
再
興
を
目

指
し
日
々
頑
張
っ
て
い
る
姿
を
通
し
て
、
復
興
へ
向
け
み
ん
な

で
頑
張
っ
て
い
こ
う
と
い
う
願
い
も
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

発
表
審
査
会
の
模
様
は
一
月
三
日
午
後
四
時
か
ら
東
日
本
放

送
で
放
映
さ
れ
る
ほ
か
、
こ
の
Ｃ
Ｍ
は
年
間
三
十
回
無
料
放
送

さ
れ
ま
す
。

将
来
親
に
な
る
中
学
生
に
「
命
の
誕
生
」、
そ
し
て
子
ど
も
が
親
の
愛
情
を
浴
び
健
や
か

に
成
長
し
て
い
く
「
命
の
尊
さ
」
を
見
て
感
じ
て
学
ん
で
も
ら
お
う
と
、
町
教
育
委
員
会
と

福
祉
課
は
町
内
中
学
校
で
思
春
期
保
健
体
験
事
業
「
明
日
の
親
と
な
る
中
学
生
を
対
象
と
し

た
子
育
て
理
解
講
座
」
を
行
い
ま
し
た
。

こ
の
う
ち
、
吉
田
中
学
校
三
年
生
を
対
象
と
し
た
「
幼
児

と
の
ふ
れ
あ
い
体
験
」
が
十
一
月
二
十
一
日
、
吉
田
保
育
所

で
行
わ
れ
ま
し
た
。
生
徒
ら
は
、
子
ど
も
た
ち
と
の
接
し
方

に
戸
惑
い
な
が
ら
も
、
時
間
が
経
つ
に
つ
れ
溶
け
込
み
、
い

つ
の
間
に
か
肩
車
や
ボ
ー
ル
遊
び
な
ど
、
子
ど
も
と
一
緒
に

園
庭
を
走
り
回
っ
て
い
ま
し
た
。

体
験
し
た
生
徒
は「
と
て
も
楽
し
か
っ
た
し
、か
わ
い
い
と

思
っ
た
。将
来
父
親
に
な
る
と
思
う
が
良
い
勉
強
に
な
っ
た
」や

「
や
さ
し
さ
が
必
要
だ
と
感
じ
た
。子
ど
も
の
目
線
で
話
す
こ
と

が
大
切
で
あ
る
こ
と
な
ど
を
学
ん
だ
」と
話
し
て
い
ま
し
た
。

十
一
月
二
十
六
日
、
大
分
県
日ひ

じ出
町
の
農
事
組
合
法
人
軒
の
井
生
産
組
合
の
北
野
正
一
組

合
長
ら
が
亘
理
町
を
訪
れ
、
も
ち
米
な
ど
を
齋
藤
町
長
に
贈
呈
し
ま
し
た
。

も
ち
米
は
大
分
県
で
主
流
と
な
っ
て
い
る
ハ
ク
ト
モ
チ
三
・
二
ト
ン
で
、
亘
理
町
の
た
め

に
「
希
望
米
」
と
名
づ
け
、
八
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
水
田
で
栽
培
さ
れ
た
も
の
で
す
。
北
野
組
合

長
は
「
災
害
で
米
が
作
れ
な
い
状
況
を
テ
レ
ビ
で
見
て
、
同

じ
農
業
を
し
て
い
る
者
と
し
て
、
少
し
で
も
支
援
に
な
れ
ば

と
思
い
栽
培
に
取
り
組
ん
で
き
た
」
と
語
り
ま
し
た
。

日
出
町
か
ら
は
、
昨
年
も
、
も
ち
米
を
い
た
だ
い
て
お
り
、

同
町
総
務
課
参
事
の
大
塚
一
路
さ
ん
は
「
来
年
に
希
望
を

も
っ
て
も
ら
う
た
め
に
希
望
米
と
し
て
栽
培
し
て
い
る
。
餅

つ
き
大
会
な
ど
の
催
し
を
通
し
て
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
に
役
立

て
て
ほ
し
い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

町
で
は
、
各
地
区
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
を
通
し
て
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ー
推
進
の
た
め
に
活
用
す
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

十
一
月
十
七
日
・
十
八
日
に
開
催
さ
れ
た
埼
玉
県
和
光
市
の
市
民
ま
つ
り
で
、
亘
理
町
を

紹
介
す
る
ブ
ー
ス
が
設
け
ら
れ
、
大
勢
の
来
場
者
で
賑
わ
い
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
和
光
市
社

会
福
祉
協
議
会
と
同
市
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
の
ご
厚
意
に
よ
る
も

の
で
、
亘
理
町
の
被
災
状
況
の
パ
ネ
ル
が
展
示
さ
れ
た
ほ
か
、
地

場
産
品
や
町
内
仮
設
住
宅
な
ど
で
作
ら
れ
て
い
る
復
興
グ
ッ
ズ
な

ど
も
販
売
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
日
会
場
で
は
、
秋
の
味
覚
「
は
ら
こ
め
し
」
も
販
売
さ
れ
、

用
意
し
た
六
百
食
が
あ
っ
と
い
う
間
に
完
売
す
る
盛
況
ぶ
り
で
し

た
。
荒
浜
地
区
の
有
志
も
「
少
し
で
も
恩
返
し
で
き
れ
ば
」
と
会
場

へ
駆
け
つ
け
、
和
光
市
の
み
な
さ
ん
と
一
緒
に
「
は
ら
こ
め
し
」
を

調
理
・
販
売
し
な
が
ら
交
流
の
輪
を
広
げ
、
絆
を
深
め
合
い
ま
し
た
。

市
社
協
は
、
町
を
は
じ
め
荒
浜
小
学
校
へ
の
支
援
と
し
て
、
市

民
ま
つ
り
や
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
イ
ベ
ン
ト
の
収
益
金
で
学
用
品
を
寄

贈
す
る
な
ど
の
活
動
を
続
け
て
お
り
、
ま
つ
り
で
は
、
市
民
の
応

援
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
書
か
れ
た
横
断
幕
も
い
た
だ
き
ま
し
た
。

今
年
の
テ
ー
マ
は
「
末
家
焼
」

命
の
尊
さ
感
じ
て
学
ぶ

日
出
町
か
ら
「
希
望
米
」
届
く

和
光
市
の
支
援
に
感
謝
　
荒
浜
の
有
志
が
恩
返
し

調理や販売を手伝う荒浜地区有志のみなさん。
会場では荒浜えんころ節も披露されました。

P
H

O
TO

発表審査会でインタビューを受ける加藤文夫
さん・ひろ子さん。

P
H

O
TO

遊びをとおして命の尊さを学ぶ吉田中学校の
生徒

P
H

O
TO

日出町の北野組合長から希望米を受け取る齋
藤町長

P
H

O
TO
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放 射 線 測 定 情 報

測定結果は町ホームページに掲載しているほか、FMあおぞら（79.２MHz）の8時、12時、18時台の放送でお知らせしています。

空間放射線モニタリング結果（12月18・19・20日測定値）
国の測定基準である地表50cm、100cmで町内64地点の測定を行っています。子ども関連施設を除いては曜日替
わりで計測しています。
 問　総務課 放射能対策室　☎34－1111

水道水の測定結果 問　上下水道課　☎34－0515

学校給食などの簡易測定結果
 問　給食センター　☎34－3257、学務課　☎34－0509

災害廃棄物処理場関係の測定結果

※ 測定は、町が独自に簡易放射線測定器にて、１分間おきに５回（５分）測定し、平
均値（小数点以下第３桁目を四捨五入）を測定結果としています。

※ ｢18｣ が付いている測定地点は18日測定値です。同じく ｢19｣ は19日、その他は20日
測定値です。

※ ｢50｣「100」は測定の高さを表します（単位：センチメートル）。

（単位 マイクロシーベルト／毎時）

（単位 ベクレル／リットル）

採取場所 ヨウ素131 セシウム134 セシウム137

田沢浄水場
（12月10日測定値）

不検出
（0.74未満）

不検出
（0.73未満）

不検出
（0.78未満）

仙南･仙塩広域水道
（12月11日測定値）

不検出
（0.3未満）

不検出
（0.3未満）

不検出
（0.3未満）

※ ｢不検出｣とは、放射性物質の濃度が検出下限値未満の状態を表し、
測定値横の（　）内の値はその測定の検出下限値を示しています。

※ 仙南･仙塩広域水道は南部山浄水場で採取し測定した宮城県の値を
記載しています。

（単位 ベクレル／キログラム）
測定期間

８月28日～12月20日
測定結果

セシウム134 セシウム137
主要食材 検出せず 検出せず
調理済給食 検出せず 検出せず

◆測定器はNaIシンチレーション検出器（Cs-134、Cs-137の測定）
※ 「精密検査の実施目安」は、町の測定で国の基準値の１／２（50ベクレ

ル／キログラム）を超えた場合としています。
◆過去と最新の測定結果は、町ホームページに掲載しています。

●場内の空間放射線（12月19日測定）
　北側入口付近
　　0.06マイクロシーベルト／毎時
●排ガス中の放射性物質

単位 ベクレル／立方メートル
焼却炉 測定日 セシウム134 セシウム137
１号炉 11月22日 不検出 不検出
２号炉 11月22日 不検出 不検出
３号炉 11月22日 不検出 不検出
４号炉 11月22日 不検出 不検出
５号炉 11月22日 不検出 不検出

亘理地区
神宮寺消防ポンプ置場 0.11
鹿島保育所 0.11
亘理公園 0.10
いちょうの実幼稚園 0.08
保健センター 0.08
亘理町役場 0.06
のぞみ幼稚園 0.08
亘理小学校 0.07
中央児童センター 0.08
カトリック保育園 0.09
亘理保育所 0.12
亘理神社 0.11
上舘生活センター 0.13
南町消防ポンプ置場 0.06
亘理消防署 0.05
亘理中学校 0.13
亘理葬祭場 0.08
亘理駅 0.05
悠里公園 0.14
公共ゾーン仮設住宅18 0.05
下茨田集会所 0.07
工業団地仮設住宅18 0.04
給食センター18 0.10
高屋小学校 0.05
柴町消防ポンプ置場18 0.06

逢隈地区
今泉公会堂19 0.09
今泉消防ポンプ置場19 0.06
中泉公会堂19 0.10
上の町いこいの家19 0.10
牛袋公会堂19 0.08
十文字消防ポンプ置場19 0.06
逢隈小学校 0.05
逢隈中学校 0.05
家庭保育園フレンド 0.08
逢隈児童館 0.09
あぶくま公園19 0.06
田沢浄水場19 0.07
鹿島緒名太神社（小山）19 0.08
横捲中央公園19 0.13
郡公園19 0.10
逢隈駅19 0.09
椿山公園19 0.10
ちびっこランド亘理園 0.06
鷺屋公会堂19 0.12
蕨公会堂19 0.09

荒浜地区
高須賀公会堂18 0.09
川口神社18 0.06
荒浜支所18 0.04
県漁協亘理支所18 0.04
鳥屋崎消防ポンプ置場18 0.07

吉田地区
長瀞公会堂 0.11
めぐみの丘公園 0.10
長瀞ガーデン公園 0.18
吉田小学校 0.06
吉田西児童館 0.04
旭台中央公園 0.19
吉田公会堂 0.09
長瀞浜集落センター18 0.05
新丁担い手センター18 0.10
長瀞小学校西校庭18 0.09
吉田中学校 0.05
吉田支所18 0.04
浜吉田駅18 0.06
野地公会堂18 0.04

食品等の放射能測定結果
町内の家庭菜園で収穫された農作物等の簡易測定結果です。
 問　総務課 放射能対策室　☎34－1111

◆ 検査結果はセシウム134とセシウム137の合計値になります。
◆ 検出下限値は、20分の測定で、約20ベクレル／キログラム（セシウム134と

セシウム137の合計値）です。水の場合は約2.5ベクレル／キログラムです。
◆ 測定値が検出下限値未満の場合は、「検出せず」と表示しています。
◆ 測定器はNaIシンチレーション検出器（千代田テクノル社製RAD IQ 

TM FS300、EMFジャパン社製EMF211型）を使用しています。
◆ 過去と最新の測定結果は、町ホームページに掲載しています。

●食品中の放射性セシウムの基準（平成24年４月から）
食　品 飲料水 牛乳 一般食品 乳幼児食品
基準値

（ベクレル／キログラム） 10 50 100 50

●簡易測定結果

産　　地 検査結果 測定日
青ばた豆
森房 検出せず 12月12日
小豆
森房 検出せず 12月12日
井戸水
上町北 検出せず 12月19日
猪肉
小山 81.8 12月14日
キウイフルーツ
南町北 検出せず 11月30日
上大畑 12.1 11月30日
南町南 検出せず 12月３日
鹿島 16.6 12月13日
銀杏
五日町 検出せず 12月７日
黒豆
森房 25.1 12月12日
米
田沢 検出せず 12月11日
下郡 検出せず 12月12日
しいたけ
上大畑 344.5 11月27日
新井町 169.6 11月30日

 （単位：ベクレル／キログラム）

産　　地 検査結果 測定日
大根
早川 検出せず 11月29日
森房 検出せず 12月12日
なめこ
下郡 26.2 12月３日
人参
早川 検出せず 11月29日
白菜
鹿島 検出せず 11月28日
森房 21.6 12月12日
ブルーベリー
下大畑 検出せず 11月29日
干大根
浜吉田西 検出せず 11月29日
ミニトマト
旭台 20.6 12月３日
ゆず
下茨田 36.5 11月28日
上大畑 33.8 11月28日
南町南 検出せず 12月３日
鹿島 12.7 12月12日
りんご
田沢 検出せず 12月11日相　談　窓　口

●宮城県放射線・放射能に関する相談
　☎022－211－3323
　受付時間９：00～17：00（平日のみ）
●文部科学省 健康相談ホットライン
　☎0120－755－199
　受付時間９：00～18：00
●東京電力福島第一原発相談窓口
　 （原子力損害の賠償全般に関する相談の専

用窓口）
　【電話での相談】
　福島原子力補償相談室
　☎0120－926－404
　受付時間９：00～21：00
　【対面での相談】
　場　　所　仙台市青葉区一番町４－６－１
　　　　　　仙台第一生命タワービル１階
　受付時間　９：00～17：00
　　　　　　（日曜日、祝日、年末･年始を除く）

町内の家庭菜園で収穫された農作物
等の放射能を測定するため開設（平成
24年５月21日開設）した食品放射能測
定室では、野菜、魚、米のほか井戸水（湧
き水含む）、土なども測定しています。

安全安心を確認してはいかがですか。

測定室の場所：亘理町中町（ゆうゆう
作業所跡地）
開設日時：月～金曜日（祝日、年末年

始を除く）9：00～16：30
測定できる物：野菜、魚、米、井戸水（湧

き水）、土、（一般に流通している農
水産物および販売を目的に生産して
いる野菜などは除く。）
測定する量：500ｇまたは、１kｇ（原

則１回の申込につき１品目としてい
ますが、複数品目を希望する方は、
予約時にご相談ください。）
測定費用：無料
※電話予約の上、測定する物をご持参

ください。
申込先　食品放射能測定室
　　　　☎35－7701
　　　　℻35－7702

食品放射能測定室を
利用しよう！

12広報わたり　2013.１13 広報わたり　2013.１



問　仙台南税務署　ＴＥＬ ０２２－３０６－８００１

仙台南税務署では、仙台北税務署および仙台中税務署と共に３署合同の「確定申告センター」をTICビルおよ
びアズテックミュージアムの２ヵ所に開設し、申告書の作成相談・受付を行います。

【注意】　 仙台南税務署、仙台北税務署および仙台中税務署には、確定申告書作成会場を設置しませんので、２ヵ
所のいずれかの確定申告センターをご利用ください。なお、作成が済んでいる確定申告書については、
各税務署において受付（土・日曜日、祝日を除く）を行います。

確定申告センター開設場所
１．ＴＩＣビル３・４階　　　仙台市青葉区一番町4-9-18
２．アズテックミュージアム　仙台市太白区中田町杉の下18
　　（注意） ＴＩＣビルには駐車場がありません。また、アズテックミュージアムの駐車可能台

数には限りがありますので、会場まで公共交通機関等のご利用をお願いします。
・開設期間　２月４日（月）～３月15日（金）（土・日曜日、祝日を除く）
　　　　　　ただし、２月24日と３月３日の日曜日は開設します。
・受付時間　９：00～16：00

次の場合などには、税務署に確定申告をすることにより、給与などから源泉徴収された所得税が還付される場
合があります。

①東日本大震災により住宅や家財などに損害を受けた方
【必要書類】 源泉徴収票、被害を受けた資産の取得時期・取得価格・修繕費・取壊し費用・除去費用などが分

かるもの、被害を受けた資産について受け取った地震保険金などの金額が分かるもの、市町村か
ら交付を受けた「り災証明書」など

②東日本大震災に係る雑損控除を前年分までに申告し、平成24年分に繰り越した雑損失がある方
【必要書類】源泉徴収票、前年分の確定申告書の控、損害額の計算書の控、更正通知書など
③多額の医療費を支払った方
【必要書類】源泉徴収票、医療費の領収書など
④マイホームを住宅ローンなどで取得した方
【必要書類】 源泉徴収票、家屋および敷地等の請負（売買）契約書の写し、住民票の写し、家屋および敷地等

の登記事項証明書、住宅取得資金に係る借入金の年末残高証明書など
⑤年の途中で退職し、再就職していない方
【必要書類】 源泉徴収票、退職後に支払った社会保険料（健康保険や国民年金など）が分かるもの、生命保険

料控除証明書、地震保険料控除証明書など

確定申告期間

平成24年分所得税などの確定申告について
～確定申告書作成会場のお知らせ～

所得税：２月₁₈日（月）～３月₁₅日（金）
贈与税：２月１日（金）～３月₁₅日（金）

○電話相談をご利用ください。
所得金額や税額の計算の仕方など、確定申告に関

するご不明な点は「電話相談センター」にお問い合
わせください。電話相談センター　☎022－306－
8001（音声案内のガイダンスに従ってください。）

○「確定申告書作成コーナー」をご利用ください。
国税庁ホームページ（http://www.nta.go.jp）の「確定申

告書等作成コーナー」では、画面案内に従い、申告書を作
成することができます。作成した確定申告書は「電子申告

（e-tax）」により提出することができるほか、印刷して書面
で提出することもできます。

申告会場はTICビル３・４階とアズテックミュージアム

所得税の還付申告はお早めに

東日本大震災により被災した家屋（半壊以上）
とその敷地の所有者などが、当該家屋の解体撤去
または売却などを行い、その代替として新たに住
宅用地や家屋を取得した場合、申告により固定資
産税・都市計画税が減額されます。

内容
①代替土地の取得

被災住宅用地に相当する面積を、取得後３年間は住
宅が未建築であっても住宅用地とみなします。（住
宅用地の場合、更地よりも税額が低くなります。）
②代替家屋の取得

代替家屋床面積のうち、被災家屋の床面積相当分に
ついて、税額を４年間は２分の１、その後２年間は
３分の１を減額します。

対象者
①被災住宅用地、被災家屋の所有者または相続人
②被災住宅用地、被災家屋所有者の三親等内親族で、

代替家屋に当該所有者と同居する予定である者
（他市町村で被災し、亘理町に新たに代替資産を取
得した方も対象となります。）
※震災時に借家住まいで、震災後に土地・家屋を取

得した場合は、この特例の対象外となります。

申告の方法
申告用紙（税務課窓口、町ホームページから入手で
きます）に記入・押印のうえ添付書類（詳細はお問
い合わせください）とともに税務課課税班まで提出
してください。

住宅の敷地として利用されている土地（住宅用地）
については、その税負担を軽減する必要から「住宅用
地の特例」が設けられています。本来は住宅が建って
いる土地にのみ適用されますが、東日本大震災により
滅失・倒壊した住宅の敷地（被災住宅用地）について、
平成24年度から平成33年度分まで当該土地を住宅用
地とみなし、固定資産税・都市計画税が減免されます。

内容
平成23年度において住宅用地の特例の適用のあった
面積を上限に、引き続き住宅用地の特例を適用

住宅１戸につき 固定資産税 都市計画税
小規模住宅用地

（200㎡以下の住宅用
地）

課税標準額を
評価額の１／６

課税標準額を
評価額の１／３

一般住宅用地
（小規模住宅用地以
外の住宅用地）

課税標準額を
評価額の１／３

課税標準額を
評価額の２／３

被災住宅用地の要件
・東日本大震災により滅失または損壊した家屋の敷地

の用に供されていた土地であること
・平成23年度において住宅用地の特例を受けていた土

地であること
・滅失または損壊した住宅のり災証明書において半壊

以上の判定を受けていること
・平成24年から平成33年までの賦課期日（１月１日）に家

屋または構造物の敷地になっていない土地であること

対象者
１．平成23年度の被災住宅用地の所有者
２．平成23年の１月２日から同年３月10日までの間

に被災住宅用地の全部又は一部を取得した者
３．１または２からその被災住宅用地を相続した者
４．１または２からその被災住宅用地を取得した三

親等内の親族
５．１または２との合併・分割によりその被災住宅

用地を取得した法人

（注意） 申告すべき方が23年度納税義務者と同じで、
り災証明書の半壊以上の判定を受けている場
合、または、相続での所有権登記が完了して
いる場合は、申告は必要ありません。

申告の方法
申告用紙（税務課窓口、町ホームページから入手で
きます）に記入・押印のうえ添付書類（詳細はお問
い合わせください）とともに税務課課税班まで提出
してください。

東日本大震災で被災し、代替となる土地・家屋を取得された方へ

被災住宅用地を所有の方へ

震災特例申告のお知らせ

この特例制度は平成33年３月31日の取得まで有効
ですが、平成24年中に代替土地・家屋を取得し平成
25年の固定資産税から適用するものついては、申告
書提出の締め切りを平成25年１月31日までとさせて
いただきます。

24年中に土地を取得し25年度固定資産税から適用
するものについては、申告書提出の締め切りを平成
25年１月31日までとさせていただきます。

この特例制度の申告受付は、来年度以降も毎年受
付ます。

問　税務課（☎34－1112）
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津波の被害があった地域では老
人クラブの会員もそれぞれ避難生
活を余儀なくされ、以前のように
気軽に集まり、活動を行うことも
困難な状況が今も続いています。

亘理町老連では長期間におよぶ
避難生活でのストレス解消と会員
相互の交流活動再開の後押しとし
て、福島県伊達市の「カッパ王國」
へ日帰り観劇旅行を企画し、実施
しました。

荒浜地区、吉田東部地区に分け、
参加者を募集したところ、それぞ
れ50人の申し込みがありました。

震災後、久しぶりに顔を合わせ
る会員も多く、笑顔で再会を喜び、
交流を深めていました。

亘理町老人クラブ連合会では毎年、会員の健康の保持増進と親睦を図
り、豊かな長寿社会の建設に寄与することを目的として、シニアスポー
ツ大会とゲートボール大会を開催し
ています。各地区で予選を勝ち抜い
た参加者が、県大会への出場をかけ
て優勝を目指します。

和気あいあいとした雰囲気の中に
も真剣に競技に取り組むその姿は、
日頃の練習が健康づくりにつながっ
ていることを実感します。

老人クラブの組織は全国組織であり、その会員数は約700万人を数え
ます。東日本大震災の際には全国の
会員から多大なるご支援と救援拠金
や支援物資をいただきました。

亘理町老連では全国の会員から頂
いた支援物資を「元気袋」として巾
着袋に入れ、寄せられた応援メッ
セージと共に被災された方々へ配布
しています。
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い
よ
う
に
し
、す
る
こ
と
が
無
い
と
思
わ

ず
に
、何
か
楽
し
み
や
役
割
を
見
つ
け
ま

し
ょ
う
。

介
護
予
防
講
座
を

開
催
し
ま
せ
ん
か
？

町
で
は
、介
護
予
防
講
座
を
行
っ
て
い

ま
す
。生
活
不
活
発
病
の
話
や
軽
運
動
等

が
で
き
ま
す
の
で
、お
気
軽
に
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

対
象
者　

 

町
内
在
住
の
方
の
集
ま
り

で
、
お
お
む
ね
一
〇
人
以
上

と
し
ま
す
。

場
　
所　

 

会
場
の
手
配
や
会
場
費
の
負

担
な
ど
は
主
催
者
で
お
願
い

し
ま
す
。

講
師
料　
無
料

申
込
・
問
　
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
三
四
―
一
三
三
一

「
年
の
せ
い
」「
病
気
の
せ
い
」
と
思
わ

れ
が
ち
の
こ
と
も
、
実
は
「
生
活
不
活
発

病
」
が
原
因
の
こ
と
が
あ
る
の
で
す
。

「
生
活
不
活
発
病
」
の
メ
カ
ニ
ズ
ム

①
生
活
不
活
発
病
が
お
き
る
と
、
歩
く
こ

と
や
身
の
回
り
の
こ
と
を
す
る
の
が
難

し
く
な
っ
た
り
、
疲
れ
や
す
く
な
っ
て

「
動
か
な
い
」
や
「
動
き
に
く
く
」
な

り
ま
す
。

②
家
の
中
で
動
く
こ
と
、
外
出
が
お
っ
く

う
に
な
り
、
ま
す
ま
す
「
動
か
な
く
」

な
り
ま
す
。

つ
ま
り
、「
動
か
な
い
」
と
「
動
け
な
く
」

な
り
、
ま
す
ま
す
「
動
か
な
く
」
な
る
の

で
す
。

今
年
八
月
、
町
内
在
住
の
六
五
歳
以
上

の
方
の
う
ち
、三
歳
刻
み
の
年
齢（
六
五
・

六
八
・
七
一
歳
︙
）
に
該
当
す
る
方
を
対

象
に
、
ご
自
分
の
体
の
状
態
を
振
り
返
る

た
め
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
（
基
本
チ
ェ
ッ

ク
リ
ス
ト
調
査
）
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の

結
果
、
運
動
機
能
項
目
で
は
一
八
％
、
口

腔
機
能
項
目
（
食
べ
物
を
噛
む
、
飲
み
込

む
等
口
の
機
能
全
般
の
こ
と
）
で
は
、
一

五
％
、
認
知
機
能
項
目
（
物
忘
れ
な
ど
）

で
は
三
三
％
の
方
に
機
能
低
下
が
み
ら

れ
、
生
活
の
中
で
注
意
が
必
要
と
判
定
さ

れ
ま
し
た
。
な
お
、
こ
の
調
査
は
、
今
後

三
年
間
実
施
す
る
予
定
で
す
。

忍
び
寄
る
「
生
活
不
活
発
病
」

体
は
動
か
さ
な
い
と
動
か
し
に
く
く
な

り
ま
す
。
動
か
な
い
こ
と
（
生
活
が
不
活

発
な
こ
と
）
が
原
因
で
、
全
身
の
働
き
が

低
下
し
た
状
態
の
こ
と
を
「
生
活
不
活
発

病
」
と
言
い
ま
す
。
例
え
ば
筋
力
が
弱
く

な
る
、
心
臓
や
肺
の
機
能
が
低
下
し
て
疲

れ
や
す
く
な
り
ま
す
。
頭
の
働
き
が
鈍
く

な
っ
た
り
、
気
分
が
沈
む
こ
と
で
認
知
症

の
よ
う
に
見
え
ま
す
。

十
五
分
以
上
続
け
て
歩
い
て
い
ま
す
か
？

階
段
を
手
す
り
や
壁
を

つ
た
わ
ら
ず
に
昇
っ
て
い
ま
す
か
？

い
つ
ま
で
も
元
気
で
い
る
っ
ち
ゃ
ね

〜
生
活
不
活
発
病
を
吹
き
と
ば
そ
う
〜

い
つ
ま
で
も

元
気
で
い
る
っ
ち
ゃ
ね

町
で
は
十
月
か
ら
十
二
月
ま
で

介
護
予
防
教
室
「
転
ん
で
ら
ん
ね
っ

ち
ゃ
」（
運
動
の
教
室
）
と
、「
は
つ

ら
つ
健
康
教
室
」（
口
腔
機
能
・
栄
養

教
室
）
を
、
週
一
回
、
中
央
公
民
館

で
行
い
ま
し
た
。
教
室
で
は
体
力
測

定
と
自
分
で
目
標
を
立
て
る
こ
と
か

ら
始
ま
り
ま
し
た
。
ま
た
、
宿
題
が

あ
り
、
教
室
で
行
っ
た
運
動
を
自
宅

で
続
け
ま
し
た
。
そ
し
て
十
二
月
末

に
再
度
体
力
測
定
を
行
っ
て
、
前
回

の
結
果
と
比
較
し
、
併
せ
て
目
標
は

達
成
で
き
た
の
か
を
確
認
し
ま
し
た
。

頑
張
っ
て
伸
び
た
方
、
も
う
一
息
の

方
い
ろ
い
ろ
で
し
た
が
、
い
つ
ま
で

も
元
気
で
過
ご
せ
る
よ
う
に
こ
れ
か

ら
も
頑
張
っ
て
続
け
た
い
と
、
積
極

的
な
声
が
上
が
っ
て
い
ま
し
た
。◀「転んでらんねっちゃ」

　ストレッチ中

「はつらつ健康教室」▶
お口の中の点検中　

生活
不活発病

動かない
（生活が不活発）

動けない
動きにくい

①

②

この他、各地域のクラブにおいても活発な活動が展開されています。
活動に関心のある方は、お近くの公民館または地域包括支援センター（☎34－1331）までお気軽にお問い合

わせください。

高齢者の地域づくり・仲間づくり
亘理町老人クラブ連合会

地域に暮らす人たちにとって　ふれあいとぬくもりのある場所となるように
世代を超えて人と人をつなぐ　老人クラブ

老人クラブは発足以来、会員の健康の保持増進や地域づくりに向けた様々な活動に取り組
んできました。その活動は、豊かな人間関係を育み、後世へ町の文化や歴史を伝え、やすら
ぎを分かち合ってきました。
近年、少子高齢化が進む中、地域における高齢者の役割はますます重要になってきており、

地域活動への参加に大きな期待が寄せられています。
しかしながら、老人クラブの会員数は全国的に減少傾向にあり、亘理町においても同様の

状況にあります。そこで今回、改めて老人クラブへの関心を持っていただくため、亘理町老
人クラブ連合会の地域づくりや仲間づくりに取り組む姿をご紹介します。

地 域 活 動 健 康 増 進 活 動

友 愛 活 動

日帰り観劇旅行 シニアスポーツ大会 ＆ ゲートボール大会

元気袋の作成と配布
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問　図書館　☎34－8700

悠里館ギャラリー悠里館ギャラリー悠里館ギャラリー

今月の図書館・郷土資料館の休館

ふ れ あ い ひ ろ ばふ れ あ い ひ ろ ば

冬道の安全運転 １･２･３運動
亘理町は県内でも積雪の少ない地域
ですが、これからの厳寒期は橋や日陰
の道路が凍結しスリップ事故が多くな
ります。交通ルールを守るとともに、冬
道の特性に応じた安全運転を心がけ、
交通事故防止に努めましょう。
①１割、スピードダウンしよう
スピードを控えめにゆとりのある運
転をしましょう。
②２倍、車間距離をとろう
十分な車間距離を保ち、不意の急停
車に備えましょう。
③３分、早めに出発しよう
余裕をもって早めにしゅっぱつしま
しょう

噂の女 奥田　英朗 著／新潮社

今月のおすすめ
何者／朝井リョウ著・新潮社
沈黙のひと／小池真理子著・文藝春秋
大きな音がきこえるか／坂木司著・角川書店
ジョーの夢／増田晶文著・講談社
逆回りのお散歩／三崎亜記著・集英社
終わらない歌／宮下奈都著・実業之日本社

◆ インターネット予約を開始しましたのでご利用ください。（事前の利用登録が必要です。）
問　図書館　☎34－8700

ム
カ
デ
と
猫

宮
城
県
の
県
南
地
方
で
は
養
蚕
が

盛
ん
で
あ
っ
た
。町
内
に
は
大
正
七

年
に
原げ

ん

蚕さ
ん

種し
ゅ

製
造
所
が
設
置
さ
れ
、

そ
の
後
宮
城
県
蚕
業
試
験
場
と
変
わ

り
、平
成
十
九
年
三
月
に
農
業
・
園
芸

総
合
研
究
所
蚕
業
部
は
廃
止
さ
れ

た
。い
わ
ば
亘
理
町
は
、県
内
養
蚕
業

の
先
進
地
域
で
あ
っ
た
。

そ
の
一
方
で「
養
蚕
信
仰
」が
見
ら

れ
る
の
は
、生
き
物
を
相
手
に
す
る

養
蚕
業
に
は
、予
測
が
つ
か
な
い
側

面
が
あ
る
と
同
時
に
、敬
称
を
つ
け

て
蚕か

い
こ

を
「
お
蚕か

い
こ

様さ
ま

」
と
呼
ぶ
よ
う
に
、

農
家
に
と
っ
て
は
、こ
と
に
神
聖
な

生
き
物
だ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

角
田
市
鳩
原
の
福ふ

く

應お
う

寺じ

境
内
に
あ

る
毘び

沙し
ゃ

門も
ん

堂ど
う

に
は
、養
蚕
農
家
か
ら

ム
カ
デ
を
描
い
た
絵
馬
を
奉
納
す
る

習
俗
が
あ
り
、お
び
た
だ
し
い
数
の

ム
カ
デ
絵え

馬ま

が
残
っ
て
い
る
。そ
の

う
ち
の
二
三
四
七
七
点
が
、平
成
二

十
四
年
三
月
に
国
の
重
要
有
形
民
俗

文
化
財
に
指
定
さ
れ
た
。初
寅
の
毘

沙
門
様
の
祭
礼
に
は
、多
く
の
参
拝

客
で
に
ぎ
わ
っ
た
と
い
う
。養
蚕
農

家
で
は
一
枚
を
毘
沙
門
様
か
ら
お
借

り
し
て
蚕さ

ん
し
つ室
に
掛
け
て
お
き
、繭ま

ゆ

の

出
荷
が
無
事
済
む
と
、新
た
に
描
い

た
一
枚
を
添
え
て
次
の
年
の
お
礼
参

り
に
お
返
し
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

ム
カ
デ
は
蚕
を
食
う
鼠ね

ず
み

を
寄
せ
付
け

な
い
と
信
じ
ら
れ
て
い
た
か
ら
で
あ

る
。江
戸
中
期
以
降
近
年
ま
で
の
絵

馬
の
な
か
に
は
、現
在
の
亘
理
町
内

の
農
家
が
奉
納
し
た
も
の
も
多
い
。

県
南
に
は「
猫
神
」を
祀ま

つ

る
習
俗
も

あ
っ
た
。道
の
辻つ

じ

や
神
社
の
境
内
に
、猫

の
レ
リ
ー
フ
や「
猫
供
養
」の
文
字
を
刻

ん
だ
石
塔
を
見
か
け
る
こ
と
が
あ
る
。

鼠
を
捕
る
こ
と
に
長た

け
た
飼
い
猫
が

死
ん
だ
時
な
ど
に
、こ
う
し
た
石
塔
を

祀
っ
た
の
だ
と
い
う
。猫
は
蚕
の
天
敵

の
鼠
を
捕
る
。養
蚕
農
家
で
は
飼
い

猫
を
大
事
に
し
た
。飼
い
猫
が
死
ん
だ

後
も
、蚕
を
守
っ
て
も
ら
お
う
と
し
て

「
猫
神
」の
信
仰
が
生
ま
れ
た
の
で
あ

ろ
う
。た
だ
、亘
理
町
内
の「
猫
神
」は

一
基
し
か
確
認
さ
れ
て
い
な
い
。

養
蚕
業
の
衰
退
と
と
も
に
、こ
れ

ら
の
習
俗
は
消
滅
の
危
機
に
瀕ひ

ん

し
て

い
る
。ム
カ
デ
の
絵
馬
を
奉
納
し
た

経
験
を
持
つ
人
や
、猫
神
の
碑
を
知

る
人
は
、ぜ
ひ
ご
連
絡
い
た
だ
き
た

い
。消
え
ゆ
く
習
俗
の
記
録
も
町
史

民
俗
編
の
役
割
だ
か
ら
で
あ
る
。

亘
理
町
史
民
俗
編
執
筆
者

岩
崎 

真
幸

（
亘
理
町
史
編
纂
委
員
・
み
ち
の
く

民
俗
文
化
研
究
所
代
表
）

問
　
生
涯
学
習
課 

文
化
財
班

☎
三
四
―
八
七
〇
一

わたりの

民 俗
17

図書館からの
お知らせ ＆ お願い

▶ムカデ絵馬
　 （角田市福應

寺毘沙門堂）

◀猫神の碑
　 （田沢地区 

高さ55㎝）

※展示期間：１月５日（土）～１月30日（水）

1日（火）、2日（水）、3日（木）、4日（金）、7日（月）
※ 1月10日（木）から2月15日（金）までは災害
復旧工事のため休館となります。

「真摯な芸術展」

・　  の引き取り
犬猫の引き取り（有料）は塩釜保健所岩沼支
所で行っています。
引 取 日　毎週水曜日（第５水曜日、祝日は除く）
引取時間　10：00～12：00

問　塩釜保健所 岩沼支所（☎22－2188）

亘理警察署だより亘理警察署　☎34－2111
緊急のときは  「110番」へ

Police station 11月の交通事故発生件数
区　　分 発生件数 傷者 死者

区
　
　
分

駐
在
所
別

計 63 20 0
亘　理 47 14 0
荒　浜 3 0 0
田　沢 11 3 0
浜吉田駅前 2 3 0

対
比
H24．1～11 754 194 1
H23．1～11 689 173 0
問　亘理警察署 交通課（☎34－2111）

日 会　社　名 電話番号
1日（火） ㈱宍戸工業所（早川） 34－1722
2日（水） ㈱コムロ（早川） 34－8027
3日（木） 興信管工㈱（大畑浜南） 36－3211
4日（金） 木村設備工業㈱（五丁目）35－6125
5日（土） 阿部春建設㈱（下茨田） 34－3721
6日（日） ㈲門脇総合設備（長瀞浜）34－7775
12日（土） ㈲森管工業（鳥屋崎） 090－7794－6980
13日（日） ㈱手戸設備（中町） 34－1750
14日（月）㈱嶺利設備工業所（中泉）34－3798
20日（日） ㈲嶺岸設備（上町北） 34－1881
26日（土） ㈱宍戸工業所（早川） 34－1722
27日（日） ㈱コムロ（早川） 34－8027

問　上下水道課　☎34－0515

休日の水道修理業者

１１０番を受ける警察官は、次のようなことを聞きますのであわて
ず、落ち着いて話しをするようお願いします。

・何があったのか（交通事故・ケンカなど）
・いつ、どこで
・犯人は（人数、人相など）
・何で逃げたのか、逃げた方向は
・あなたの住所・氏名

１１０番は、事件・事故などの警察による緊急の対応を必要とする
場合であり、急を要さない要望・相談などは警察相談電話「＃９１１０」
番を利用してください。

文

芸

春
夏
秋
冬

早
く
来
い
曾
孫
笑
顔
の
ク
リ
ス
マ
ス

橋
本　

泰
一

元
旦
に
福
あ
る
年
と
手
を
合
わ
す

大
友　

義
子

初
詣
無
病
息
災
願
ふ
の
み

佐
々
木
光
子

平
生
の
ご
と
く
に
過
ぎ
し
三
ヶ
月

佐
々
木
勝
夫

亘
理
俳
句
会

譲ってください

譲ります

●ベビーカー
●逢隈中学校の制服（男子用）
●柔道着
●折りたたみベット（シングル）

●携帯ラジオ
●自転車（補助輪付き）
●自転車（子供用）
●自転車（大人用）
●チャイルドシート（2歳くらいの）
●３段収納クローゼット

リサイクル情報コーナーでは、みなさんから、欲しいもの、
差し上げたいものの情報をお待ちしています。

問　町民生活課 生活環境班　☎34－1113

リサイクル情報リサイクル情報
中古車店に毎晩クレームをつけに通う３人

組、麻雀に明け暮れるしがないサラリーマン、
パチンコで時間をつぶす失業保険受給中の女、
寺への寄進に文句たらたらの檀家たち―。鬱屈
した日々を送る彼らの前に謎の女・美幸が現れ
る。このまちのどこか、夜ごと語られる彼女に
まつわる黒い噂…。愛と悲哀と欲望渦巻く連作
長編小説。

1月10日は１１０番の日
１１０番通報上の注意点

～ 見たまま あせらず 急がず １１０番 ～
平成25年「１１０番の日」統一標語
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健康のひろば

保健行事 日にち 受付時間 対象者 会　場

3歳6か月児
健康診査 9日（水） 12：30～12：50

（終了予定時間15：00） 平成21年6月生 保
健
セ
ン
タ
ー

※ 

乳
幼
児
健
康
診
査
お
よ
び
相
談
に
お
い
で
の
際
は
母
子
手
帳
と
バ
ス
タ
オ
ル
、
母
子
保
健

フ
ァ
イ
ル
（
お
持
ち
の
方
）
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

ピカピカ教室
2歳6か月児
歯科健診
◎ 歯ブラシを持参
してください

10日（木） 9：30～9：45
（終了予定時間11：30頃） 平成22年6月生

6・7か月児相談 15日（火） 9：30～9：45
（終了予定時間11：30頃） 平成24年6月生

3・4か月児
健康診査 16日（水） 12：30～12：50

（終了予定時間15：00） 平成24年9月生

1歳8か月児
健康診査
◎ 歯ブラシを持参
してください

23日（水） 12：30～12：50
（終了予定時間15：00） 平成23年4月生

母子健康手帳発行 7・21・
28日（月）

9：00～9：15
（終了予定時間9：45頃）

現在妊娠中の方
※ 都合の悪い方はお問
い合わせください。

乳幼児相談 7･21日（月） 9：30～11：30
離 乳 食 等、育
児 に 関 す る 相
談 を し た い 方

※診療時間は9：00～17：00です。
※ 急患のみの診療です。なお、都合により変更となる場合がありますので、
新聞などでご確認ください。

※疾患や年齢等によっては対応できない場合もあります。
問　健康推進課 健康推進班　☎34－0524

問　健康推進課 健康推進班　☎34－0524

全血献血
１月６日（日）
場　　所　みやぎ生協亘理店駐車場
受付時間　10：00～12：00
　　　　　13：00～16：00
杜の都献血ルームＡＯＢＡ
受付時間
　全血・成分　10：00～18：00
献血ルームアエル20
受付時間
　全血　9：30～18：30
　成分　9：30～17：30

※ 献血の際は、本人確認のため、運転免許
証等の身分証明書を忘れずに持参してく
ださい。

※ 各献血ルームの受付時間は輸血用血液需
要状況により変更になることがあります。

問　健康推進課 健康推進班
☎34－0524

内　　　容 対　象　者 日にち 時　間 場　所 問い合わせ

今日のランチは保育所で！ ※要申込 詳しくはP26 1月16日（水）、
17日（木）、18日（金）11：15～12：20 亘 理 保 育 所 ☎34－1512

宮城キッズプログラムサッカー教室 詳しくはP26 １月17日（木） 10：00～11：30 逢隈保育園ホール 逢隈児童館
☎34－5053

子育てサロン
「ピープル･ツリー」 未就学児と親 １月18日（金） 10：00～11：50 中央児童センター 生涯学習課

☎34－0510
離乳食教室
「モグモグ広場（生後9～11ヵ月児）」 ※要申込 詳しくはP26 １月22日（火） 9：30～11：30 保 健 セ ン タ ー 亘理保育所

☎34－1512
親子で楽しいあそび　ぶんぶん
「凧をつくろう」 ※要申込１/７～ ２～３歳児 １月22日（火） 10：00～11：30 中央児童センター 地域子育て支援センター

☎32－0720
楽しく遊ぼう会
「製作あそび」 未就学児と保護者 １月23日（水） 10：00～11：30 地域創作活動センター

（ 吉 田 小 学 校 南 ）
吉田西児童館
☎080－4105－2972

給食試食会 ※要申込 詳しくはP25 １月23日（水）
　　24日（木） 11：00～11：50 鹿 島 保 育 所 鹿島保育所

☎34－2900
親子で楽しいあそび　すくすく
「布で遊ぼう」

１歳児
（１歳の誕生日～） １月25日（金） 10：00～11：30 中央児童センター 地域子育て支援センター

☎32－0720
親子で楽しいあそび　ぴよぴよ
「布で遊ぼう」

６ヵ月～
１歳の誕生日前日 １月28日（月） 10：00～11：00 中央児童センター 地域子育て支援センター

☎32－0720
離乳食教室
「モグモグ広場（生後7～8ヵ月児）」 ※要申込 詳しくはP26 １月29日（火） 9：30～11：30 保 健 セ ン タ ー 亘理保育所

☎34－1512
育児講座
「親子クッキング」 ※要申込１/７～ 詳しくはP25 １月30日（水） 9：45～11：30 中央児童センター 地域子育て支援センター

☎32－0720
離乳食教室
「モグモグ広場（生後5～6ヵ月児）」 ※要申込 詳しくはP26 ２月５日（火） 9：30～11：30 保 健 セ ン タ ー 亘理保育所

☎34－1512

相談の種類 主な相談内容 日　　時 場　所 問い合わせ

生活心配
ごと相談

家 庭、賃 借、老
後、子 ど も に 関
す る 悩 み ご と

7・21･28日（月）
15日（火）

10：00～15：00

社 会 福 祉
協 議 会
（相談室）

社 会 福 祉
協 議 会
☎34－7551

消 費 生
活 相 談

訪問販売、消費生
活 に 関 す る こ と

月～金曜日
（祝日を除く）
9：00～15：45

町民生活課

町民生活課
☎34－1113人権相談

家 族 紛 争、い じ
め・虐 待 な ど、人
権 に 関 す る こ と

21日（月）
※2月は4日（月）
10：00～15：00

中央公民館
第３研修室

行政相談
国、県、町 の 仕
事 に つ い て の
要 望 や 苦 情

28日（月）
10：00～15：00

町民生活課
（町民相談室）

健康相談
健診結果のこと、食
事・運動のことなど
健康に関する相談

月～金曜日
（祝日を除く）
8：30～17：00

健康推進課
健康推進班

健康推進課
☎34－0524

心の悩み
ごと相談

精神科医師による
心の相談（電話で予
約してください）

23日（水）
（予約をした時間に
おこしください）
14：00～17：00

中央公民館
第２研修室

福 祉 課
☎34－1114

障 害 者
（児）相談

障害者（児）の福
祉 に 関 す る さ
ま ざ ま な 問 題 に
つ い て の 相 談

4日（金）
10･17･24･31日（木）
10：00～16：00

中央公民館

休日当番医
日 当　直　医 地　区 電話番号

1日（火） 浜吉田駅前内科 浜吉田西 33－7377
やのめ歯科医院 岩沼市 23－4048

2日（水）
平田外科医院 山元町 37－4055
小島歯科医院 岩沼市 22－6480
おおぬき歯科 名取市 022－383－9310

3日（木） やべ内科クリニックわたり 吉田 34－3003
ささき歯科 名取市 022－383－8849

6日（日） 氏家医院 舘南下 34－1320
松ヶ丘歯科医院 岩沼市 24－3788

13日（日）
亘理整形外科 鹿島 34－5303
斉藤歯科医院 早川 34－8241
名取中央クリニック（歯科） 名取市 022－382－6231

14日（月） 大友医院ヒロミ小児科 祝田東 34－3204
遠藤歯科医院 岩沼市 24－2598

20日（日）
山形外科医院 祝田東 34－3171
にいの歯科 山元町 38－1887
鈴木歯科医院 名取市 022－383－5711

27日（日） 菊地内科医院 山元町 37－3300
山田歯科医院 岩沼市 22－3229

● ● ● 保健カレンダー ● ● ●

● ● ● 子育て支援 ● ● ●

● ● ●  相　談  ● ● ●保健所のおしらせ

ひきこもり・
　　思春期こころの相談（予約制）
８日（火）　塩釜保健所岩沼支所
９日（水）　塩釜保健所
相談時間　13：30～16：30

問　塩釜保健所　☎022－706－1217
　　塩釜保健所岩沼支所　☎22－2188

アルコール・薬物関連専門相談（予約制）
25日（金）　塩釜保健所
相談時間　 14：30～17：00

問　塩釜保健所　☎022－706－1217

・ＨＩＶ抗体検査・骨髄バンク登録
・クラミジア抗体検査・肝炎検査
15日（火）　10：00～11：00
会　　場　 塩釜保健所岩沼支所

問　塩釜保健所岩沼支所　☎22－2188

● 相談

● 登録・検査

冬の季節は、体調を崩す方が多く、
献血者は減少しがちです。
そこで、新たに成人式を迎える「は

たち」の若者を中心に、広く献血に
関する理解と協力を求めるととも
に、特に成分献血、400mL献血の
継続的な推進を図ることを目的に、
毎年１月～２月に実施しています。
みなさんのご協力をお願いします。

問　宮城県赤十字血液センター
☎022－290－2516

は
た
ち
の
献
血

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
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おしらせ
ひろば

労働者・事業主のみなさん
職場のトラブル解決を労働局がお手伝いします

ご照会、ご相談は次の連絡先まで。
宮城労働局総合労働相談コ－ナ－
（宮城労働局総務部企画室内）
　☎022－299－8834
仙台総合労働相談コ－ナ－
（仙台労働基準監督署内）
　☎022－299－9075
大河原総合労働相談コ－ナ－
（大河原労働基準監督署内）
　☎0224－53－2154

女性医師による女性の健康相談

女性医師が、思春期や更年期の身体
的・精神的不調、家庭や職場でのスト
レスなどで悩んでいる女性の相談に
応じます。（完全予約制・相談無料）
相談日時・場所　1月19日（土）
　　　　　　　 14：00～16：00（塩釜市）
※会場は予約時にお伝えします。
※ 仙台市に通勤・通学の方は、仙台市会
場（エルソ－ラ仙台）でも相談を受け
る事ができます。ご相談ください。
予 約 先　宮城県女医会女性健康相談室
　　　　　（☎090－5840－1993）
受付時間　9：00～17：00
　　　　　（土・日、祝日を除く）
問　宮城県健康推進課
　　（☎022－211－2623）

試験・採用
｢シルバ－人材センタ－｣会員募集！

入会条件　亘理町に居住する原則60
歳以上で健康で働く意欲があり、シ
ルバー人材センターの趣旨を理解
し、賛同する方。

入会方法　次の入会説明会に参加し、
手続をしてください。

日　　時　1月15日（火）14：00～
場　　所　シルバ－人材センタ－相談室
　　　　　（中央公民館内）
申込・問　公益社団法人亘理町シルバ－人材センタ－
　　　　（☎34－8800、℻34－8815）

世帯数と人口
平成24年11月30日現在

新しい年の始まりです。今年も、か
しこい消費者、しっかり者の消費者に
なりましょう！
あなたはどんな消費者かな？

不審な電話や、おかしいなと思う勧
誘があった時には、相談窓口にお気軽
にご相談ください。
消費生活相談窓口
　町民生活課 生活環境班　☎34－1113
　相談日　月～金（9：00～15：45）

わつくり ネット まちづくり協議会からのお知らせ

さまざまな分野で活躍されている方々に、東日本大震災
を体験して変わった事、震災を体験したからこそ取り組
むようになった事などを発表いただきます。発表を聞き、
今後のまちづくりについて皆で考えていきましょう。

この度、財団法人自治総合センターから平成24年度自治宝くじコ
ミュニティ助成を受け、吉田東部地区まちづくり協議会、荒浜地区ま
ちづくり協議会、逢隈地区まちづくり協議会では、テントやテーブル、
いす、発電機、灯光器等の備品を整備しました。

この事業は、宝くじの受託事業収入を財源とし、コミュニティ活動
に助成を行うことにより、コミュニティの健全な発展を図るとともに
宝くじの社会貢献広報を行うものです。

今後、地域のコミュニティ活動に大いに役立つことが期待されます。

震災を体験して
～その後の取り組み～

宝くじ助成でテントや発電機などを整備

第25回 逢隈地域シンポジウム

問　　　　　逢隈地区まちづくり協議会（☎36－8740）

━201
3年　逢

隈を斬
る━

平成25年1月20日（日）13：30～
みやぎ亘理農業協同組合　３階大ホ－ル

日 時

会 場

【吉田東部地区まちづくり協議会】 【荒浜地区まちづくり協議会】

【逢隈地区まちづくり協議会】

あなたはかしこい人
あわてない
いんかん出すな！金出すな！
うまい話にゃ　落とし穴
えんりょしないで
お帰りください！

あなたはしっかりな人
かぎかけて
きっぱり返事「いりません」
くーリング・オフは８日間
けいやく前に考えて
こまった時は相談窓口へ

あなたはうかつな人
さそわれて
しまった！大変！だまされた！
すっかりその気になっちゃって
せっかくためた預貯金を
そんした！取られた！どうしよう！

あなたは軽はずみな人
ただてもらえてうれしいな
ちょっとだけよと
ついて行き
てを上げ布団を買わされて
とほうにくれてどうしよう！

世帯数……11,317世帯（12世帯増）
総　数……34,010人（14人減）
　男　……16,628人（1人増）
　女　……17,382人（15人減）
出　生……15人 死　亡……27人
転　入……75人 転　出……76人
※（　  ）内は前月比

問　町民生活課 町民班　☎34－1113

トピックスⅡ

常磐線　浜吉田－亘理駅運転再開へ

葬祭場入口交差点に信号機設置

常磐線 浜吉田─亘理間が、来年
春に運転再開されることになりま
した。

ＪＲ東日本は、浜吉田―亘理間の
約５キロについて、平成25年３月16
日のダイヤ改正に合わせ運転を再開
すると12月21日に発表しました。

ＪＲによると、現在、亘理─仙台間は、下り25本、上り23本を
運転していますが、３月のダイヤ改正ですべて浜吉田まで運転
し、下りを１本増便させるほか、朝の通勤通学時間帯で、列車
の車両数を増やすなど、混雑緩和を図るということです。

また、相馬─亘理間の臨時代行バスについては、引き続き亘
理駅前から発着しますが、所要時間が10分程度短縮される予定
ということです。

東日本大震災により甚大な被害を受けた常磐線　相馬─亘理
間について、一部区間の線路移設を含め「まちづくりと一体と
なった復旧」を進めることにしていますが、浜吉田―亘理間は、
先行しての現在位置での復旧工事を進めています。

国道６号亘理葬祭場入口の交差
点に、信号機が取り付けられ、12
月20日午前11時に点灯しました。

この交差点については、国道の
交通量が多く、葬祭場への右折な
どが危険であることから、10年以
上前から信号機の設置が要望され

ており、町では関係機関に働きかけ、実現したものです。
この場所は、現在工事を進めている南町鹿島線の終点でもあ

り、平成22年度に国道に右折レーンが設置されたほか、併せて
南町鹿島線の取付道路部分の改良工事も行われました。

今回、信号機が設置されたことで、安全に右折できるように
なりましたが、引き続き交通安全にご協力ください。

ＦＭあおぞら からのお知らせ
１月１日～１月３日は、放送時間・番組を変更します。情
報提供は、①８：00～②12：00～③16：00～の３回放送し
ます。詳しくは放送を通してお知らせします。
○町長定例報告　１月１日　８：30頃～

町長をスタジオにお招きして、生放送で年初のあいさつ
を町民のみなさんへお届けします。また、2013年の年頭
にあたっての所感や抱負をお話しいただきます。
どうぞお楽しみに。

放送に関するご感想をお寄せください。お待ちしています。
☎32－2293　メール aozora792@gmail.com
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おしらせ
ひろば

催　し
伊達成実霊屋御開帳

宮城県指定文化財の伊達成実霊屋
を一般公開します。普段は見ることの
できない伊達成実木像もあわせて公
開します。
開帳日時　1月16日（水）9：00～16：00
場　　所　大雄寺境内
問　生涯学習課 文化財班
　　（郷土資料館内☎34－8701）

こらっせ☆ふくしま　参加者募集

福島県から避難されている方を対
象に、情報交換会とお茶飲み会を行い
ます（小さいお子さんと一緒も大歓迎
です）。参加は無料です。
対 象 者　福島県から避難されている方
日　　時　1月8日（火）10：00～12：00
場　　所　 亘理町サポ－トセンタ－

（公共ゾ－ン仮設敷地内）
参 加 費　無料
問　亘理町サポ－トセンタ－（☎32－9640）
　　亘理町ささえあいセンタ－ほっと
　　（☎36－7559）

「新春ふるさとまつり」開催！
1月12日（土）・13日（日）

東北6県の古民家が集まる「ふるさ
と村」で、小正月に飾る『だんご木作
り』、仙台の伝統凧『するめ天旗作り』
など、様々な体験イベントを実施。『お
餅の振る舞い』や、ユネスコ無形文化
遺産『秋保の田植踊』の披露もある。詳
細はＨＰまたは、管理センタ－まで。
問　国営みちのく杜の湖畔公園
　　みちのく公園管理センタ－
　　（☎0224－84－5991）
　　ＨＰ：http：//www.thr.mlit.go.jp/m-park/
　　“みちのく公園”で検索

いちごっこお茶のみサロン

亘理町に思いを寄せる方たちの交
流の場。り災された方を中心にサロン
を開催します。
日時（各回とも10：00～11：30）
1月10日（木）　岩沼公民館第２会議室
1月18日（金）　名取駅コミュニティプラザ
1月23日（水）　大河原町駅前コミュニティセンタ－
　　　　　　　多目的ホ－ル２
1月31日（木）　太白区中央市民センタ－
　　　　　　　第１小会議室

参加費　無料
問　亘理いちごっこ（☎35－7727）

「おやこ料理教室」参加者募集

おやこで食事づくり・健康づくりを
楽しんでみませんか？
日　　時　1月26日（土）10：00～13：00ごろ
会　　場　保健センタ－
対　　象　 亘理町の小学生以下の親

子（小学校低学年・未就学
児は必ず保護者同伴）

定　　員　20組
参 加 費　１組500円
持 ち 物　エプロン、三角巾、筆記用具
申込締切　１月１８日（金）
申込・問　食改さん（清野珠美子☎34－3945）
　　　　健康推進課 健康推進班
　　　　（☎34－0524）
※「食改さん」とは
「食生活改善推進員」さんの愛称で
す。食改さんとは食べることをとお
した健康づくりのボランティアで
す。家族やご近所の人達に健康でい
てほしいと思っている人が参加し
て、健康について学んだり、伝えた
りしています。

給食試食会

日　　時　1月23日（水）、24日（木）
　　　　　11：00～11：50
場　　所　鹿島保育所
対　　象　 1歳6ヵ月～3歳未満児と保

護者（1日限定3組）※要予約
参 加 費　1食200円
持 ち 物　 おしぼり、食事用エプロン

（必要な方）
申込期間　１月4日（金）～18日（金）
申込・問　鹿島保育所（☎34－2900）

育児講座「親子クッキング」

スイートポテトを親子でつくりませんか？
日　　時　１月30日（水）
　　　　　10：00～11：30（受付９：45～）
場　　所　中央児童センタ－
対　　象　3歳～未就学児の親子15組
持 ち 物　エプロン、三角巾、おしぼり
申込期間　１月７日（月）～
　　　　　※定員になり次第締切
申込・問　地域子育て支援センタ－わたり
　　　　（中央児童センタ－内☎32－0720）

「法テラス山元」無料法律相談会

法テラス山元では、法的トラブル（二
重ロ－ン、原発の損害賠償、相続、労働、
家族間等の問題など）について弁護士
による法律相談会を開催します。
日時　1月15日（火）13：00～15：30
会場　亘理町中央公民館
　　　事前予約優先となります。
予約受付時間　（平日・第3日曜日）
　　　　　　　9：00～17：00
予約・問　法テラス山元
　　　　（☎050－3383－0213）

結婚相談会開催

みやぎ青年交流推進センタ－の結
婚相談員が、結婚（出会い・初婚・再婚
など）や生き方（人生）に関したことに
ついて、無料で相談に応じます。（電話
での事前予約が必要です。）
日時　２月２日（土）10：00～14：45
場所　亘理山元商工会
　　　会議室（悠里館１階）
内容　 本人（49歳までの独身者）およ

び家族の方
※相談は１人45分程度です
定員　８人
申込・問　町民生活課 生活環境班
　　　　（☎34－1113）
　　　　みやぎ青年交流推進センタ－
　　　　（☎022－293－4638）

相　談
ハロ－ワ－ク巡回相談

求人情報の提供や職業紹介など、お
仕事探しに関するさまざまなご相談
をお受けしていますので、お気軽にご
利用ください。
巡回相談の内容　
①ハロ－ワ－クへの求職登録
②お仕事探しに関する相談
③ハロ－ワ－クの求人情報の提供
④求人事業所への紹介
会場・日程（相談開始～終了時刻）
B&G海洋センタ－体育館
　1月7・21・28日（月）
　10：30～15：00
中央公民館
　1月8・15・22・29日（火）
　10：30～15：00
公共ゾ－ン仮設住宅第２集会所
　1月10・24日（木）　10：30～12：00
中央工業団地仮設住宅集会所
　1月10・24日（木）　13：00～15：00
※ 仮設住宅に入居の方以外も相談で
きますので、ぜひお越しください。
問　ハロ－ワ－ク仙台計画職業紹介部門
　　（加納・加藤☎022－299－8820）

おしゃべりママサロン

子育ての疑問・不安を話して、リフ
レッシュしませんか？今回はベビ－
マッサ－ジ講習会を行います。
日　時　1月24日（木）10：00～11：30
対　象　乳児をお持ちのママ＆乳児10組
　　　　（兄弟児も参加可能です。）
講　師　岩佐　あけみ さん
　　　　（母乳育児相談室　まみ－ぱいぱい）
参加費　無料
持ち物　バスタオル
予約・問　亘理いちごっこ（☎35－7727）

亘理町公民館まつり

日時　2月3日（日）9：30～15：00
会場　中央公民館
●作品展示　9：30～15：00
書道、山野草、陶芸、キルト、絵手紙、
編み物、絵画、生け花
●実演　生け花、キルト
●ステ－ジ発表　９：30～15：00
コ－ラス、歌、大正琴、日本舞踊、民
謡、ウクレレ、オカリナ、社交ダン
ス、着物ショ－、フラダンス、吹奏
楽、カラオケ、詩吟、ハ－モニカ、体
操など
●模擬店　食券販売　9：30～13：00
　　　　　引　　換　10：30～13：00
問　中央公民館（☎34－3111）

震災の被害を受けた中小企業事業主の皆様へ
「中小企業活動再開支援事業補助金」のご案内

町では東日本大震災で大きな被害を受けた中小企業者の方々が店舗などを
復旧（補修や建替え、入替えなど）するために必要な費用の一部を補助します。
ただし、平成25年3月31日までに完了するものが対象です。（既に復旧を終

えている場合も対象となります）
補助対象者（①～④すべてに該当する中小企業者）
①町内で震災前に事業を営んでいた方（対象にならない業種もあります。）
　※ 対象にならない主な業種は、農業、林業、漁業、病院、福祉事務所、保育

所、郵便局、金融業など、詳しくは、お問い合わせください。
②施設（店舗、事務所、作業場など）の被害が全壊または大規模半壊の被害を
受け、事業継続が困難な方

③町内で事業を再開する方
④納期の到来した町税、国民健康保険税を完納している方

補助対象経費
○施設の復旧（補修、建替え、借上げ）と、その施設の中に設置する設備の復
旧に要する経費です。（住宅と施設が一体となっている場合は、施設部分
に要する経費に限ります。）

○他の事業者に貸し出すための施設（アパ－ト、貸店舗など）は対象になり
ません。

○設備については、事業者の資産として計上するものに限ります。（備品な
どは対象になりません。）また、事業以外の用途にも使用可能なものは、対
象になりません。

※対象にならない主な経費は、土地購入費、土地造成費、パソコン、車両、重
機、船舶など

補助率・補助限度額
○補助対象経費（20万円以上）の１／２以内（上限100万円　下限10万円）

申請受付期間　１月７日（月）～31日（木）
問　商工観光課（☎34－0513）

平成25年 亘理町成人式
1月13日（日）13：30～　中央公民館
成人式に参加されるみなさまへ
【マナー】

新成人のみなさまはもちろんのこと、祝福してくださるお客
様も気持ちのよい時間が過ごせるよう、社会人としての自覚を
持ちマナ－を守って式典にご参加ください。

【座　席】
新成人のみなさまは、受付順のご着席となります。並んで着

席されたい方は一緒に来場し受付してください。
新成人のご家族並びに関係者のみなさまの席は、会場の都合

で十分に準備できませんので、立見によるご見学になることを
ご了承ください。

【駐車場】
会場の駐車場は限りがありますので、お車の乗り合わせに協力く

ださい。また、駐車場の出入口は右の図のとおり限定しています。場
内は一方通行となりますので、係員の指示に従い通行してください。

問　生涯学習課（☎34－0510）

中央公民館中央公民館

駐車場入口 ↑
至
荒
浜

←至仙台

国道６号

佐藤記念
体育館
佐藤記念
体育館

日就館日就館 亘理
警察署
亘理
警察署

駐車場出口

降車専用
スペース

ケータイは
電源を切るか
マナーモードに！式典中の

おしゃべりは
やめましょう！
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おしらせ
ひろば

宮城キッズプログラムサッカ－教室

日　　時　1月17日（木）10：00～11：30
場　　所　逢隈保育園ホ－ル　
対　　象　町内在住の2歳児以上と
保護者20組（定員になり次第締切）
持 ち 物　汗ふきタオル、飲み物、上靴
申込期間　１月7日（月）～11日（金）
申込方法　直接または電話で申し込
みください。

申込・問　逢隈児童館（☎34－5053）

今日のランチは保育所で！

バイキング式の｢おいしい！うれし
い！たのしいランチ｣を親子で体験し
ませんか？お子さんの食事について
の相談もできます。
日　　時　1月16日（水）、17日（木）、
　　　　　18日（金）11：15～12：20
場　　所　亘理保育所ホ－ル
対　　象　2～5歳児と保護者
　　　　　（1日限定5組）
参 加 費　1食200円
持 ち 物　箸、おしぼり、コップ
申込期間　1月7日（月）～11日（金）
申込方法　 直接または電話で申し込

みください。
申込・問　亘理保育所（☎34－1512）

離乳食教室「モグモグ広場」

月齢や発達に合わせた離乳食を楽
しく作りながら、交流を深めません
か？子育てに関する相談もできます。
●生後9ヵ月～11ヵ月児と保護者
日　　時　1月22日（火）
　　　　　9：30～11：30（受付9：15～）
申込期間　1月7日（月）～11日（金）
●生後7ヵ月～8ヵ月児と保護者
日　　時　1月29日（火）
　　　　　9：30～11：30（受付9：15～）
申込期間　1月7日（月）～18日（金）
●生後5ヵ月～6ヵ月児と保護者
日　　時　2月5日（火）
　　　　　9：30～11：30（受付9：15～）
申込期間　1月7日（月）～25日（金）
会　　場　各回とも保健センタ－※託児あり
定　　員　各回とも５組※亘理町在住の方
持 ち 物　エプロン、三角巾、ふきん、
お子さんが使用しているスプ－ン、
おしぼり、食事用エプロン（必要な
方）、着替え1組
申込方法　直接または電話で申し込
みください。

申込・問　亘理保育所（☎34－1512）

第60回宮城県亘理クロスカントリ－
大会参加者募集

開 催 日　２月10日（日）
募集種目（スタ－ト予定時刻）
中学生男子3kmの部（10：00）
中学生女子3kmの部（10：25）
一般・大学・高校男子4kmの部（10：55）
一般・大学・高校女子4kmの部（10：57）
一般・大学・高校男子8kmの部（11：20）
参加資格　平成24年度宮城陸上競技
協会登録者
※ 申込みなど詳しくは宮城陸上競技
協会ホ－ムペ－ジをご覧ください。

※ 競技中、交通が規制（亘理中学校→
卑ケ入）されますので、ご協力をお
願いします。
問　大会事務局（佐藤☎090－2024－7231）

ポリテクセンタ－宮城
「公共職業訓練受講生募集のご案内」

再就職に向けた訓練を行っています。
コ－ス名（各定員15人）
建築設備施工科、電気・情報通信工
事科、電気設備施工科、設備保全技
術科
訓練期間　各6ヵ月
3月5日（火）～８月30日（金）
受 講 料　無料（テキスト代・作業服
代などは自己負担）
申込期間　1月4日（金）～28日（月）
※ 居住地を管轄する公共職業安定所
を通じ申し込みください。
訓練実施場所
ポリテクセンタ－宮城名取実習場
問　ポリテクセンタ－宮城名取実習場
　　訓練課（☎022－784－2820）

募　集
平成25・26年度　亘理町入札
参加資格審査申請受付

町が平成25・26年度に発注する建
設工事、測量・建設コンサルタント等
業務および物品の製造・買入・売払・役
務の提供などに係る入札参加資格審
査申請の受け付けを行います。
申請時期および場所
受付期間　2月4日（月）～28日（木）
※ ただし、木曜日の午前中、金・土・
日曜日および祝日を除く
受付時間　9：00～11：30
　　　　　13：00～16：00 
受付場所　亘理町役場仮設庁舎
　　　　　西会議室 
提出方法　 直接持参のうえ提出し

てください。郵送での受
付は行いません。

入札参加資格の有効期限
平成25年4月1日から
平成27年3月31日までの2年間
提出書類等　申請要領を参照のうえ
必要書類をファイルに綴り提出願
います。
なお、申請要領は企画財政課で配布
および亘理町ホ－ムペ－ジで掲載
しています。http：//www.town.
watari.miyagi.jp

申込・問　企画財政課 財務班（☎34－0502）

上級救命講習会受講者募集

救命に必要な応急手当を学びます。
内容は、応急手当の重要性・必要性を
理解し、心肺蘇生法やAEDの使用方
法、傷病者の管理法、搬送方法、外傷の
手当要領、止血法を学びます。
なお、心肺蘇生法の内容が変更にな

りましたので、以前に上級救命講習を
受講された方もぜひ再受講しましょう。
講習日時　2月23日（土）9：00～17：30
講習場所　亘理消防署会議室
受講人数　15人（先着順）
受 講 料　無料（昼食持参のこと）
申込締切　2月15日（金）
申込・問　亘理消防署救急係
　　　　（☎34－1155内線54）
※ 再受講の方は、申込時にお知らせく
ださい。

※がん検診を受けられる方で東日本大震災により一定以上の被害を受けた方は受診料が免除されます。
問　健康推進課 健康推進班（☎34－0524）

●ユニセフ協会支援　インフルエンザ予防接種支援事業
対 象 者　町内に住所を有する生後6ヵ月から中学3年生までの方
接種費用助成期間　10月15日（月）～平成25年1月31日（木）
助 成 額　１回2,000円 13歳未満（2回接種）一人につき4,000円
 13歳以上（1回接種）一人につき2,000円
　※接種費用のうち2,000円を除いた金額を窓口で支払いください。
接種方法　実施医療機関に直接予約し接種してください。
持 ち 物　母子健康手帳・健康保険証
そ の 他　実施医療機関以外で接種した方についても助成の対象と
なります。領収書、母子手帳または接種済み証明書、通帳、印鑑を持
参のうえ健康推進課で申請を行ってください。なお、申請締切は平
成25年2月28日（木）となります。

●高齢者インフルエンザ予防接種
対 象 者　亘理町に住所のある方で、満65歳以上の方、または60歳か
ら64歳までで心臓、腎臓、呼吸器の機能に一定の障害を有する方

実施期間　平成25年１月31日（木）まで
費用助成　自己負担額1,200円（町負担2,800円）
※一部負担金免除証明書、生活保護受給者証をお持ちの方は無料と
なりますので医療機関窓口で受給者証等を提示してください。

接種方法　実施医療機関に直接予約し接種してください。
持 ち 物　健康保険証、健康手帳（お持ちの方）
問　健康推進課 健康推進班（☎34－0524）

実施医療機関名 ユ 高
浅野みつや眼科医院 ○ ○
板橋胃腸科肛門科 ○ ○
氏家医院 ○ ○
大友医院 ○ ○
大友医院ヒロミ小児科 ○ ○
柿沼循環器科 × ○
熊谷内科医院 ○ ○
国分内科医院 ○ ○
佐藤外科内科 × ○
高橋医院 ○ ○
高橋内科乳腺クリニック × ○
浜吉田駅前内科 ○ ○
三浦クリニック ○ ○
三上医院 ○ ○
やべ内科クリニック ○ ○
山形外科医院 ○ ○
菊地内科医院 ○ ○
平田外科医院 ○ ○
松村クリニック ○ ○
宮城病院 × ○
※ 「ユ」はユニセフ協会支援、「高」は高齢者のイ
ンフルエンザ予防接種の実施医療機関です。

●「乳がん検診」　※託児あり
追加申込希望の方は、1月18日（金）まで健康推進課へ

申し込みください。
実 施 日　1月8日（火）～22日（火）※12・13・14日を除く
検診会場　中央公民館　※20日のみ保健センタ－
対象年齢　（平成25年４月１日現在）
●30～39歳の女性
検診内容　問診、超音波検査 受診料　1,500円
●41～63歳の奇数年齢の女性
検診内容　問診、乳房レントゲン（２方向） 受診料　3,500円
●65歳以上の奇数年齢の女性
検診内容　問診、乳房レントゲン（１方向） 受診料　2,000円

※ 国民健康保険の方には800円が国民健康保険から補
助されます。

　JA組合員の方には200円がJAから補助されます。

●「子宮がん検診（検診車）」　※託児あり
追加申込希望の方は、1月25日（金）まで健康推進課へ
申し込みください。
※ 指定医療機関での受診ができなかった方も受診でき
ます。先に郵送しています受診票をお持ちください。
対　　象　20歳～41歳および42歳以上の偶数年齢（平
成25年4月1日現在）
検 診 日　1月28日（月）・29日（火）・30日（水）
検診会場　中央公民館
受 診 料　3,000円（国民健康保険の方は800円、JA組
合員の方は200円の補助があります。）

乳がん・子宮がん検診の無料ク－ポン券をお持ちの方へ
受診票と一緒にク－ポン券を受付へ提出してくださ
い。受診料が無料となります。

●「前立腺がん検診」
追加申込希望の方は、1月25日（金）まで健康推進課へ

申し込みください。
対　　象　50～79歳の男性（昭和8年４月２日から昭和
38年４月１日生）

検 診 日　１月28日（月）・29日（火）・30日（水）
検診会場　中央公民館　　検診内容　血液検査（ＰＳＡ検査）
受 診 料　1,000円（国民健康保険の方は800円の補助
があります）

託児のお知らせ
お母さんが検診中に生後6ヵ月児以上の託児を行います。
希望の方は、締切日まで健康推進課へ申し込みください。
託 児 日　（託児時間　9：00～12：00）
乳 が ん： 1月9日（水）、10日（木）、16日（水）、18日（金）、

21日（月）（申込期限：希望する日の5日前まで）
子宮がん： 1月28日（月）、30日（水）（申込期限：1月23日

（水）まで）
定　　員　各日５人（定員になり次第締切）

がん検診を受けて早期発見につなげよう

インフルエンザに備えよう！ ━ 接種費用助成のお知らせ ━
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おしらせ
ひろば

宮城県からのお知らせ
県外に避難されている皆様へ

宮城県は、東日本大震災により本県
から他の都道府県に避難されている
方を対象に、本県への帰郷支援に活か
す目的でアンケ－トを実施します。平
成25年1月頃に、宮城県から「みやぎ
被災者生活支援ガイドブック（平成
24年12月版）」と併せてアンケ－ト
用紙を送付する予定です。
調査結果については、避難元や避難
先の都道府県、市区町村などの行政機
関と共有を図り、さらなる帰郷支援に
努めたいと考えていますので、ぜひご
協力くださいますようお願いします。
問　宮城県震災復興・企画部 震災復興推進課
　　（☎022－211－2408）

新ごみ処理施設の建設に伴う
都市計画の縦覧について

現在稼働している家庭ごみ処理施
設の老朽化に伴い、亘理名取共立衛生
処理組合では、岩沼市内に新しいごみ
処理施設の建設を計画していますが、
このことに係る岩沼市都市計画（案）
について、亘理町内では下記により縦
覧するのでお知らせします。
期間　1月7日（月）～21日（月）
　　　※土・日曜日、祝日除く
時間　8：30～17：15
場所　亘理町町民生活課窓口
問　亘理名取共立衛生処理組合業務課
　　（☎0223－22－1717）

介護保険の要介護認定を受けた方へ

満65歳以上で要介護認定を受けて
いる方の中で、確定申告の際、所得税
法または地方税法に基づく障害者控
除の対象になる場合があります。（身
体障害者手帳1・2級または療育手帳
Aをお持ちの方はそちらが優先され
ます。）
控除にあたっては、『障害者控除対象
者認定書』が必要です。認定書の交付を
希望の方は、申請が必要となりますの
で福祉課までお問い合わせください。
※介護保険要介護認定者の障害者控除
認定基準日は平成24年12月31日で
す。ただし、基準日以前に死亡してい
る場合は死亡日が基準日となります。
問　福祉課 高齢者支援班（☎34－1331）

検察審査会とは？

事件や事故にあわれた方や、その遺
族の方などで、事件などを起こした人
が「不起訴処分」となったことに納得
がいかない場合は、その処分について
検察審査会に審査を求めることがで
きます。
検察審査会は刑事司法手続の中に
国民の良識を反映させ、よりよい刑事
司法を実現するために裁判所の庁舎
内に設けられたもので、選挙権を有す
る一般国民から選ばれた11人が、い
わば国民を代表してその役割を務め
ます。あなたも選ばれるかもしれませ
ん。なお、法律の知識は不要です。
審査の申立てに費用は一切かかり
ません。また、申立人の秘密は固く守
られます。検察審査会の窓口では、申
立てについての手続案内を行ってい
ます。
詳しくは、お問い合わせいただく
か、市町村役場に備え置いてあるリ－
フレットをご覧ください。なお、ホ－
ムぺ－ジにも掲載しています。（http：
//www.courts.go.jp/kensin/）
問　仙台検察審査会事務局
　　（☎022－222－4750、℻022－268－0438）

角田ひまわり基金法律事務所

角田ひまわり基金法律事務所

借金・債権回収・離婚・相続・遺言・悪質商法被害・
交通事故・成年後見・労働問題・慰謝料・原発賠償など
個人の相談は相談料無料です（震災時被災３県にお住まいの方）
角田市角田字中島下148番地６ オオトシビル１階
☎０２２４－８７－６３１５　仙台弁護士会所属 弁護士 土佐一仁

113

113

ミニストップ

ダイソー

角田警察署

至 東船岡

至 丸森

〔広告〕

認定長期優良住宅に係る固定資産税の減額制度について

長期優良住宅の普及の促進に関する法律の施行の日（平成21年6月4日）か
ら平成26年3月31日までの間に、次の要件を満たす認定長期優良住宅を新築
した場合、当該住宅に係る固定資産税の2分の1が減額されます。
住宅の要件
①「長期優良住宅の普及の促進に関する法律」に規定する認定長期優良住宅
　※ 例としては、建物の構造や内装・設備などの性能を計画的に維持管理す

ることで、長期にわたり住宅の資産価値を維持できる住宅です。
②居住部分の割合が全体の2分の1以上（併用住宅の場合）
床面積要件　居住部分の床面積が50㎡以上280㎡以下であること
※一戸建て以外の賃貸住宅は独立した1区画が40㎡以上280㎡以下
減額される範囲　床面積の120㎡分が減額の対象となります。ただし、新築さ
れた認定長期優良住宅のうち居住用として使用している部分のみが対象とな
り、併用住宅における店舗部分、事務所部分などは減額対象とはなりません。
減額される期間　一般住宅………………………………… 新築後５年間
　　　　　　　　３階建て以上の耐火住宅・準耐火住宅…新築後７年間
減額を受けるための手続き
長期優良住宅の認定通知書（長期優良住宅の普及の促進に関する法律施行規
則第6条に規定する認定通知書・第9条に規定する変更認定通知書または第
13条に規定する地位の承継承認通知書のいずれか）の写しを添付し、新築さ
れた翌年の1月31日までに税務課へ申告書を提出してください。
※認定通知書の発行主体…宮城県（仙台土木事務所および宮城県の各土木事務所）

問　税務課 課税班（☎34－1112）

図書館・郷土資料館のお知らせ

災害復旧改修工事のため、次のとお
り悠里館全館を休館します。大変ご迷
惑おかけしますが、みなさんのご理解
とご協力をお願いします。
休館期間　1月10日（木）～2月15日（金）
※図書館ブックポストは休館にとも
ない閉鎖しますが、2月11日（月）か
ら使用できます。
※期間中は悠里館北側駐車場と悠里
館を結ぶ通路の通り抜けができま
せんので、ご注意ください。
※長期の休館になりますので、1月5
日（土）～9日（水）の期間は、一人に
つき図書20冊、視聴覚資料5点まで
貸し出します。どうぞご利用くださ
い。
問　図書館（☎34－8700）
　　生涯学習課 文化財班
　　（郷土資料館☎34－8701）

税金の納入は簡単便利な口座振替で

税金の納入方法には、金融機関およ
び役場会計課で納付書により、その都
度納める方法と口座振替の２種類が
あります。口座振替は町指定の金融機
関が納税者にかわって指定の預金口
座から各納期ごとに振替納入を自動
で行うものです。
口座振替にすると
①期日ごとに自動で引き落とされ
るので納め忘れがない
②納期ごとに金融機関や役場に納
めに行く手間が省ける
などの利点があります。簡単便利な
口座振替にしてみませんか。
申込方法　金融機関または、税務課か
ら口座振替申込書を受け取り、必要
事項を記入し、通帳・印鑑を添えて
金融機関窓口に提出してください。
問　税務課 納税班（☎34－1112）

亘理町農業委員会委員
選挙人名簿登載申請

登載申請を忘れずに!!
この選挙人名簿は、選挙権を有する

方の登載申請によって調整されます。
該当される方は、忘れずに登載申請

してください。
申込期限　1月10日（木）
申 請 先　農業委員会事務局
申請できる方　平成25年1月1日現
在、町内に住所を有し、年齢が満20
歳以上の者で10ア－ル以上の農地
を耕作している方か、その同居の親
族またはその配偶者で一年間に60
日以上耕作に従事している方

※ 申請書は、農政推進員より配付しま
すが、配付されなかった方で名簿登
載資格要件に該当すると思われる
方は農業委員会事務局へご連絡く
ださい。

問　農業委員会事務局（☎34－0504）
　　選挙管理委員会（☎34－1111）

宮城県（産業別）最低賃金
が改正されました

宮城県最低賃金　時間額　685円
効力発生日　平成24年10月19日
【宮城県産業別最低賃金】
●鉄鋼業…時間額　788円
●電子部品・デバイス・電子回路、電気
機械器具、情報通信機械器具製造業
…時間額　749円

●自動車小売業…時間額　754円
効力発生日　平成24年12月15日

問　宮城労働局労働基準部賃金室
　　（☎022－299－8841）

暮らし
木造住宅耐震改修工事費など助成します

１．木造住宅耐震診断費
補助対象
・昭和56年5月31日以前に建築し
た戸建て住宅

・在来軸組構法または枠組構法で
建てられた住宅

申請者負担診断料金
・200㎡以下…………… 8,000円
・200㎡を超え270㎡以下…18,000円

受付期限　平成25年1月31日（木）
募集件数　19件
２．木造住宅耐震改修工事費
補助対象
町で行っている木造住宅耐震診断
助成事業により上部構造評点が
1.0未満の住宅または、地盤・基礎
について重大な注意事項があると
判断された住宅

補助金額
・耐震化工事に係る費用の2分の1
以内で限度額45万円を補助

・耐震化工事にあわせてリフォ－
ム工事10万円以上を行えば10
万円の上乗せ補助

　　※最大で55万円の補助
受付期限　平成25年1月31日（木）
募集件数　3件
申込・問　都市建設課 建築宅地班
　　　　（☎34－0508）

は強い味方!!こんな時、カキ
ミネラル・ビタミン不足の私達

カゼ予防に栄養補給で体をつくりましょう!!
風邪をひきやすい方は、抵抗力（免疫力）が
弱っています。特に必須微量ミネラルの亜
鉛・セレンなどが不足すると、抵抗力がかな
り弱くなることがわかっています。
しっかりと補給し、風邪への抵抗力を強く
して、元気に過ごしましょう♪♪♪

子宝・漢方相談

亘理町逢隈下郡字明神174-2
TEL 0223－34－8667

〔広告〕

法律相談、弁護士にしてみませんか？法律相談、弁護士にしてみませんか？
小さな事でもお気軽にご相談下さい。小さな事でもお気軽にご相談下さい。

弁護士 森山 　博（仙台弁護士会所属）
弁護士 工藤 芳明（仙台弁護士会所属）
弁護士 品川 直人（仙台弁護士会所属）

AM9：00～PM5：00（土日･祝日は休業） 岩沼市中央一丁目５-12（相馬屋さん隣）AM9：00～PM5：00（土日･祝日は休業） 岩沼市中央一丁目５-12（相馬屋さん隣）

TELTEL
※まずはお気軽にお電話下さい※まずはお気軽にお電話下さい

〔広告〕
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問　亘理町観光協会（商工観光課内）　☎0223－34－0513）　☎0223

１月20日（日）　9：00～
亘理町中央公民館 大ホール
１月20日（日）　9
亘理町中央公民館 大ホール第23回えんころ節全国大会

（写真：第22回大会優勝者 阿部　恵さん）（写真：第22回大会優勝者 阿部　恵さん）


